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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関連記事14ページ）

おいしいコーヒーで心もからだもぽかぽか



　

　

県
内
の
和
牛
飼
育
は
歴
史
が
古

く
、
江
戸
時
代
に
は
藩
の
奨
励
も
あ

り
、
大
山
寺
博
労
座
（
西
伯
郡
大
山

町
）
で
牛
市
が
開
催
さ
れ
、
福
島
の

白
川
馬
市
、
広
島
久
井
の
牛
市
と
並

ん
で
日
本
三
大
市
に
数
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

和
牛
は
、
大
正
時
代
ま
で
は
役
用

牛
と
し
て
、
田
畑
の
耕
起
作
業
、
堆

肥
の
肥
料
利
用
な
ど
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
昭
和
に
入
る
と
、
穀
物

主
体
の
餌
を
与
え
て
、
タ
ン
パ
ク
源

と
し
て
肉
を
利
用
す
る
肥
育
牛
と
し

て
奨
励
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

和
牛
の
利
用
が
変
化
す
る
中
、
和

牛
の
改
良
面
で
「
鳥
取
和
牛
」
は
発

育
が
早
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
、
昭
和

30
年
代
以
降
、
全
国
か
ら
購
買
者
が

訪
れ
ま
し
た
。
和
牛
改
良
の
基
礎
と

し
て
、
鳥
取
和
牛
は
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
改
良
の
方
向
も
肉
質
重

視
に
移
行
し
、
肉
の
間
に
脂
肪
が
混

入
す
る
「
サ
シ
」
の
多
い
も
の
が
好

ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
次
第
に
兵

庫
但
馬
牛
に
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

町
内
で
も
和
牛
飼
育
は
盛
ん
で
、
昭
和
50
年
代
に
は
和
牛
肥
育
も
本
格
的
に
始
ま
り
、「
東
伯
和
牛
」
の
名

前
は
全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
琴
浦
町
槻
下
の
生
田
英
則
さ
ん
、
和
史
さ
ん
親
子
は
、
平
成
元
年
に
畜
産
団
地
に
入
り
20
頭
の

繁
殖
雌
牛
の
飼
育
か
ら
始
め
ら
れ
、
そ
の
後
、
規
模
拡
大
す
る
中
で
、
平
成
18
年
に
は
県
下
最
大
の
１
７
０

頭
の
和
牛
繁
殖
農
家
に
な
り
、
県
内
の
模
範
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
に
は
、
和
牛
の
改
良
の
成
果
を
全
国
規
模
で
争
う
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
が
米
子
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
和
牛
改
良
で
も
規
範
と
な
る
よ
う
に
、
平
成
17
年
に
岐
阜
県
飛
騨
高
山
に
出

か
け
、
生
田
さ
ん
自
ら
の
目
で
確
認
し
た
上
で
、
繁
殖
雌
牛
「
み
ど
り
」
号
を
購
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
牛
は
、
母
方
は
鳥
取
系
の
流
れ
を
汲
ん
だ
も
の
で
、
そ
こ
に
岐
阜
県
で
改
良
さ
れ
た
種
雄
牛
を
掛
け

合
わ
せ
た
牛
で
あ
り
、
改
良
の
基
礎
に
な
る
と
確
信
さ

れ
た
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
、「
み
ど
り
」は
３
頭
の
種
雄
牛（
※
１
）を
産
み
、

現
在
は
、
鳥
取
県
畜
産
試
験
場
（
琴
浦
町
松
谷
）
に
飼
育

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
３
頭
は
「
み
ど
り
３
兄
弟
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
う

ち
２
頭
が
昨
年
の
全
国
の
種
雄
牛
の
成
績
で
後
述
す
る

よ
う
に
、
日
本
一
、二
の
成
績
を
収
め
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

ち
な
み
に
、
日
本
一
と
な
っ
た
「
白
鵬
85
―
３
」
は
、

和
史
さ
ん
が
大
相
撲
の
フ
ァ
ン
で
、
こ
の
牛
が
日
本
一
に

な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
横
綱
「
白
鵬
」
か
ら
命
名
し
た

も
の
で
す
。
こ
の
由
来
か
ら
、
今
年
１
月
に
は
、
鳥
取
県

知
事
と
Ｊ
Ａ
全
農
鳥
取
県
本
部
長
が
、
横
綱
白
鵬
関
に
優

勝
回
数
単
独
日
本
一
と
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

気
持
ち
を
込
め
て
、
白
鵬
85
―
３
の
子
の
鳥
取
和
牛
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。
横
綱
は
１
９
８
５
年
３
月
生
ま
れ
で
あ

り
、
何
か
縁
を
感
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

白鵬85-3の子の鳥取和牛を横綱白鵬関に手渡す平井知事

鳥
取
県
の
和
牛
の
歴
史

琴
浦
町
内
で
の
和
牛
飼
育
取
り
組
み

　　　　　琴浦町の誇り
　　　　―日本一の和牛が生まれ、子どもたちへ伝えるメッセージ― みどり（琴浦町槻下）
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町
で
は
、
こ
れ
ら
日
本
一
の
和
牛
を
活
用
し

た
和
牛
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
向
上
と
産
地
活
性
化

の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、「
白
鵬
85

―
３
」
の
子
の
牛
肉
を
使
用
し
た
肉
じ
ゃ
が
を
、

７
月
14
日
に
町
内
の
小
中
学
校
の
学
校
給
食
で

提
供
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
方
創
生
事
業
の
取
り
組
み
と
し

て
、
今
年
度
初
め
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
へ
の
提
供
と
あ
わ
せ
、
聖

郷
小
学
校
三
年
生
を
対
象
に
、
食
育
授
業
を
実

施
し
ま
し
た
。
同
授
業
は
７
月
10
日
に
八
橋
小

学
校
三
年
生
、
16
日
に
船
上
小
学
校
四
年
生
を

対
象
と
し
て
も
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
全
農
ミ
ー
ト
フ
ー
ズ

米
子
営
業
所
よ
り
宮
本
所
長
・
渡
邉
さ
ん
、

今
回
の
和
牛
の
生
産
者
で
あ
る
有
限
会
社
と

う
は
く
畜
産
の
山
下
毅
社
長
を
迎
え
、
県
内

和
牛
の
生
産
や
、
い
の
ち
を
い
た
だ
く
こ
と

の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。　
　

　

給
食
終
了
後
に
は
、
鳥
取
県
産
牛
の
宣
伝

を
行
う
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
と
り
モ
ー
」
も
登
場

し
、
子
ど
も
た
ち
も
大
変
嬉
し
そ
う
に
ふ
れ

あ
っ
て
い
ま
し
た
。

日
本
一
の
和
牛
を
使
っ
た
学
校
給
食
を
提
供

学校給食を食べる子どもたち

【当日学校給食メニュー】
・梅ごはん
・白鵬85－3の子の牛肉を使った肉じゃが
・いわしのみりん干し焼き
・ささみときゅうりの酢の物
・パスチャライズ牛乳（大山乳業）

とりモーとふれあう子どもたち

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

は
「
日
本
一
の
牛
肉
を
食

べ
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し

か
っ
た
」「
日
本
一
の
牛
が

琴
浦
町
か
ら
生
ま
れ
た
こ

と
を
は
じ
め
て
知
っ
た
」
な

ど
、
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ

な
が
ら
感
想
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。

　　　　　琴浦町の誇り
　　　　―日本一の和牛が生まれ、子どもたちへ伝えるメッセージ―
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百
合
白
清
２
の
成
績
判
明

ま
で
、
ロ
ー
ス
芯
面
積
の
全

国
一
位
は
義
平
福（
秋
田
県
）

の
67
・
７
㎠
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
ナ
ン

バ
ー
の
全
国
一
位
は
高
百
合

（
福
島
県
）
他
２
頭
の
８
・
４

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

２
頭
の
検
定
成
績
は
、
こ
れ

ま
で
の
数
値
を
は
る
か
に

超
え
、
驚
異
的
な
数
値
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

鳥
取
県
の
種
雄
牛
に
選
ば

れ
た
こ
の
２
頭
は
、
平
成
29

年
に
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
る

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
お

い
て
も
、
基
幹
種
雄
牛
と
し

て
、
全
国
へ
鳥
取
和
牛
の
レ

ベ
ル
の
高
さ
を
示
す
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

百合白清２ 白鵬85－3 福増
全国平均

（平成24年度）

枝肉重量 510.5㎏ 497.4㎏ 466.3㎏ 458.7㎏

ロース芯面積 68.7㎠ 72.2㎠ 64.1㎠ 56.5㎠

BMSナンバー 9.2 9.6 7.8 5.9

上物率 ※6 100% 100% 85.2% 63.7%

5等級率 ※7 72.2% 90% 44.4% 21.4%

※福増（ふくます）は百合白清２に先立ち昨年７月に当時県内歴代最高成績で現場後代検定を終了した種雄牛。
※上物率：5段階ある等級のうち、上位ランクである４等級と５等級が出現する割合。

驚
異
の
数
値

　前述してきたとおり、琴浦町の畜産農家が飼育した「みどり」を母牛とする「百合白清２」

と「白鵬85-3」は、立て続けに日本一の検定成績を収めました。

　日本一の和牛のふるさと琴浦町が輩出したこの２頭について、昨年度実施した子牛の肉質な

どを検査し、親牛の能力を測る現場後代検定（※２）（鳥取県畜産試験場調べ）の成績から、

その驚異の数値を見ていきます。

百合白清2（H22.1.23生まれ）

　父：百合茂（鹿児島県）

　母：みどり（琴浦町）

質量兼備の百合白清2

　百合白清２は、父を百合茂（鹿児島県）、母をみどりとし、

平成22年１月23日に鳥取県畜産試験場で生まれました。

　平成26年８月に実施した現場後代検定において、ＢＭ

Ｓナンバー（※３）およびロース芯面積（※４）という２

つの項目で日本一の成績を収めました。

　枝肉重量（※５）があり、ロース芯面積に秀でているこ

とから、質量兼備の種雄牛として、今後の活躍に注目が集

まっています。
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日
本
一
の
和
牛
を
立
て
続
け
に
輩
出
し
、
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
る
鳥
取

和
牛
と
そ
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
琴
浦
町
。

　

町
で
は
、
こ
の
日
本
一
の
系
統
を
町
内
に
残
す
こ
と
、
町
内
和
牛
の
ブ
ラ

ン
ド
価
値
向
上
を
目
的
に
、
今
年
度
よ
り
「
百
合
白
清
２
」、「
白
鵬
85
―
３
」

の
子
牛
の
購
入
に
対
す
る
補
助
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
９
月
に
宮
城
県
で
行
わ
れ
る
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
ま
で
、
あ

と
３
年
を
切
り
ま
し
た
。
既
に
県
内
で
は
、
出
品
牛
の
造
成
に
向
け
着
々
と

準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
「
和
牛
王
国
と
っ
と
り
」
の
復
活
は
琴
浦
か
ら
。
町
内
和
牛
振
興
の
た
め
、

町
で
は
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

町
内
和
牛
振
興
に
向
け
て

平成24年開催長崎全国和牛能力共進会

白鵬85-3（H22.1.3生まれ）

　父：勝忠平（鹿児島県）

　母：みどり（琴浦町）

サシの横綱、白鵬85-3

日本一の鳥取和牛
　　～そのふるさとは琴浦町～

【用語解説】
※１  種雄牛：優れた遺伝子を持つ雄牛。各県等の種雄牛などに登録

　され、人工授精などに使用される。
※２ 現場後代検定：子供の肉質を調査し種雄牛の能力を測る試験。
※３ BMSナンバー： 霜降りの程度を示す指標。12段階あり、大きい

ほど価値が高い。和牛肉の価値を左右する最も
重要な項目である。

※４ ロース芯面積：牛肉の高級部位であるロースの大きさ。
※５ 枝肉重量：と畜後の牛肉の重量。
※６    上物率：５段階ある等級のうち、上位ランクである４等級と５

　等級が出現する割合。
※７ ５等級率：最高ランクである５等級が出現する割合。 

　白鵬 85―３は、父を勝忠平（鹿児島県）、

母をみどりとして平成22年１月３日に琴浦

町内で生まれました。

　平成26年12月に実施した現場後代検定

において、百合白清２の成績を一部更新し、

日本一の検定成績を収めました。

　白鵬85―３は特にロース芯面積、ＢＭＳナンバーの数値が高い

ことが特徴で、「サシの横綱」と称されています。

問
合
せ
先　

農
林
水
産
課　

　
　
　
　
　

　
55
─
７
８
０
３
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『琴浦町空き家情報登録制度』のご案内
琴浦町における空き家を居住としてご紹介し、空き家の有効活用と地域の活性化を図る事業です。

◎空き家（空き家となる予定）をお持ちの人など
　・ 建物の維持管理のため、誰かに住んでもらいたい。
　・ 空き家を売って（貸して）有効に活用したい。
　・ 転勤や転居のため、数年間家が空く。……など
◎空き家を利用したい人
　・ 琴浦町の自然豊かな環境の中で暮らしたい。
　・ 古い民家を改造して、こだわりの暮らしがしたい。
　・ 週末は、琴浦町で暮らしたい。……など

空

　き

　家

　登

　録

　申

　込

空

　き

　家

　所

　有

　者

　等

【当事者間契約の場合】

【宅地建物取引業仲介を希望する場合】

空き家利用希望の申込　

空き家等情報の提供

空き家登録申込

利用希望者情報の連絡

当事者間で交渉・契約

空
き
家
ナ
ビ

琴浦町

（
社
）鳥
取
県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
中
部
支
部

契約交渉に係る仲介依頼

希望仲介業者決定

交渉・契約

物件交渉申込

交渉・契約

琴浦町では、空き家利用希望者へ空き家の情報をご紹介します。
空き家の交渉・契約に関して、売買・賃貸の仲介行為は行いません。
契約交渉は、当事者間で行う方法と、琴浦町と協定を締結している宅建協会の協力より仲介を依頼する
方法があり、空き家所有者の希望により選択されます。安心な取引をしていただくため、不動産業者と
の媒介契約を締結されることをお勧めします。宅建協会は、契約の内容が適切であるかを定住希望者と
空き家所有者に助言します。なお、不動産業者の仲介には、法律で定められた仲介手数料が必要となり
ます。契約後のトラブルなどは当事者間で解決をお願いします。

問合せ先　商工観光課　　 55-7801　　55-7558　

　
平
成
20
年
よ
り
、
琴
浦
町
で
空

き
家
の
有
効
活
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と
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図
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。
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空
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も
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介
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。
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。

　
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
Ｉ
Ｊ
Ｕ

タ
ー
ン
を
さ
れ
た
方
に
は
、
移
住

定
住
奨
励
金
や
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

補
助
金
を
交
付
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。
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光
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。
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。
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図
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し
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空き家の実態調査
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地区名 利 用 可 能 と
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利用不可能と
思われるもの
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合　計

空き家へご案内
空き家相談会の様子

　ホームページで琴浦町への移
住定住の情報発信をしています。
空き家の情報などをお探しの方
はこちらをご利用ください。
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『琴浦町空き家情報登録制度』のご案内
琴浦町における空き家を居住としてご紹介し、空き家の有効活用と地域の活性化を図る事業です。

◎空き家（空き家となる予定）をお持ちの人など
　・ 建物の維持管理のため、誰かに住んでもらいたい。
　・ 空き家を売って（貸して）有効に活用したい。
　・ 転勤や転居のため、数年間家が空く。……など
◎空き家を利用したい人
　・ 琴浦町の自然豊かな環境の中で暮らしたい。
　・ 古い民家を改造して、こだわりの暮らしがしたい。
　・ 週末は、琴浦町で暮らしたい。……など

空
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　家

　登
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空
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　家

　所
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　者

　等

【当事者間契約の場合】

【宅地建物取引業仲介を希望する場合】

空き家利用希望の申込　

空き家等情報の提供

空き家登録申込

利用希望者情報の連絡

当事者間で交渉・契約

空
き
家
ナ
ビ

琴浦町

（
社
）鳥
取
県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
中
部
支
部

契約交渉に係る仲介依頼

希望仲介業者決定

交渉・契約

物件交渉申込

交渉・契約

琴浦町では、空き家利用希望者へ空き家の情報をご紹介します。
空き家の交渉・契約に関して、売買・賃貸の仲介行為は行いません。
契約交渉は、当事者間で行う方法と、琴浦町と協定を締結している宅建協会の協力より仲介を依頼する
方法があり、空き家所有者の希望により選択されます。安心な取引をしていただくため、不動産業者と
の媒介契約を締結されることをお勧めします。宅建協会は、契約の内容が適切であるかを定住希望者と
空き家所有者に助言します。なお、不動産業者の仲介には、法律で定められた仲介手数料が必要となり
ます。契約後のトラブルなどは当事者間で解決をお願いします。

問合せ先　商工観光課　　 55-7801　　55-7558　
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１．決算規模と収支状況
歳入総額　　　107億2218万円（前年度　115億4929万円・前年度比　7.2％減）
歳出総額　　　104億7981万円（前年度　113億3037万円・前年度比　7.5％減）
形式収支　　　　2億4237万円（前年度　　2億1892万円）
実質収支　　　　1億7930万円（前年度　　1億8586万円）

大規模な建設事業の減少などにより、歳入歳出とも前年度に比べ減少しました。
また、収支状況を示す実質収支は、約１億7900万円の黒字を示しました。

２．普通会計決算の概要
●決算規模は、前年度に比べ歳入歳出ともに減少しました。
●収支状況を示す実質収支は、前年度に引き続き黒字決算となりました。
●歳入は、国県支出金と地方債の借り入れが大幅に減少し、繰入金が増加しました。
●歳出は、臨時福祉給付金事業や生活保護費の増により、扶助費が大幅な増額となりました。
　大規模事業の完了により、普通建設費が前年度の5割以下となりました。
●地方債の残額は、前年度より約4億6000万円減少しました。
●積立基金の残高は、約1億9000万円増加しました。

平成26年度 決算状況をお知らせします

３．起債残高
起債残高　　155億9875万円（2.9％減）
起債借入額　　7億4748万円（57.6％減）

　大規模事業の完了により、起債の借り入れが大
幅に抑制され、起債残高は約４億5800万円減少
しました。起債残高が減少したのは、平成20年
度決算以来、６年ぶりとなりました。借入金は町
民１人あたりに換算して、約86万円となります。

４．積立基金
積立基金残高　　41億5156万円（4.8％増）

　積立基金は、積立額が約７億7500万円、取崩
額が約５億8500万円となりました。差し引きで
約１億9000万円を積み立てたこととなり、基金
残高を増やすことができました。

５．主な成果と今後の課題
（１）主な成果
●合併10周年として、式典の開催、プレミアム付商品券の発行など、記念事業を行いました。
●東伯地区の伝送路光ケーブル化事業に着手しました。
●船上山ダム小水力発電施設が完成し、発電を開始しました。
●町道赤碕駅南線新設事業が完了し、駅南側からのアクセスが向上しました。
●聖郷小学校と船上小学校が開校するなど、町内の教育環境を整備しました。
（２）今後の課題
●�国民健康保険事業会計（国保会計）の赤字部分に対するものなど、特別会計への繰出金が増加傾向にあります。国保会計に
ついては、国保加入者の皆さんの医療費が会計の収支に大きく影響するため、ジェネリック医薬品の勧奨や検診受診率の向
上と異常の早期発見による医療費の抑制を目指していきます。
●起債残高が減少したものの、県内の町村では最も残高が多いため、さらなる減少を目指し、借入額を抑制していくよう努めます。
●�人口減少問題については、町の財政状況を左右するだけでなく、地域の賑わいや産業の活力を衰退させてしまう重要な課題
です。地方創生の取り組みを進めていく中で、より効果的な事業を検討していきます。
●公共施設の適正な管理に向けて、行政サービスの質を維持した上での規模や配置を検討していきます。
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歳入
　（１）自主財源（国や県に頼らないで独自に調達できるもの。手数料・使用料・寄附金など）
　�　地方税については、17億円台後半を維持しており、法人税割については前年度に対して約2800万円の増となりました。
　�　自主財源の比率は31.1％と改善しましたが、そのほとんどが光ケーブル化事業などに対する繰り入れ、つまり基金を取り崩

したことによるものです。
　�　寄附金は、ふるさと納税への寄附により、前年
度に対して約8600万円の増となりました。
　（２）依存財源（国や県に頼る形で調達するもの）
　�　地方交付税は、全体交付額が減額されたことに
伴い、約4200万円の減となりました。
　�　大規模な建設事業が完了したことにより、国県
支出金及び地方債などが大幅な減額となりまし
た。特に、地方債の借り入れは、前年度に対して
約10億円減少しました。

　（１）民生費（保育園・医療・介護など）
　�　臨時福祉給付金及び子育て世帯臨時給付金と、生活保護費が増額となりましたが、しらとりこども園建設事業の完了などによ
り、全体では減額となりました。

　（２）土木費（道路・河川・住宅など）
　�　町道赤碕駅南線新設事業など大規模事業の完成
により、大幅な減額となりました。
　（３）教育費（学校・公民館など）
　�　学校統合による、スクールバスの配備など環境
整備が完了したため、減額となりました。

歳出

普通会計
歳出合計

104億7981万円

議会費　1.0％

総務費　21.0％

民生費　30.9％

公債費　13.5％

災害復旧費　0.1％

教育費　6.8％

土木費　8.6％

消防費　2.7％

衛生費　4.6％

商工費　1.8％

農林水産業費
9.1％

普通会計
歳入合計

107億2218万円

地方交付税　40.4％

国県支出金
18.4％

町債　7.0％

その他　3.2％

町税　16.7％

その他
8.9％

繰入金
5.5％

自主財源
31.1％

依存財源
68.9％

歳入（自主財源・依存財源別）　　　　　　 （単位：億円）

項　目
平成26年度 平成25年度 比較�

（A-B）
増減率�
（％）

決算額(A) 構成比 決算額(B)

自 主 財 源 33.3 31.1% 28.7 4.6 16.0

町 税 17.9 16.7% 17.7 0.2 1.1

繰 入 金 5.9 5.5% 1.5 4.4 293.3

そ の 他 9.5 8.9% 9.5 0.0 0.0

依 存 財 源 73.9 68.9% 86.8 -12.9 -14.9

地方交付税 43.3 40.4% 43.9 -0.6 -1.4

国県支出金 19.7 18.4% 22.1 -2.4 -10.9

そ の 他 3.4 3.2% 3.2 0.2 6.3

町 債 7.5 7.0% 17.6 -10.1 -57.4

歳入合計 107.2 100.0% 115.5 -8.3 116.6%

歳出（目的別）　　　　　　　　　　　　　　(単位：億円）

項　目
平成26年度 平成25年度 比較

(A-B)
増減率�
(％)

決算額(A) 構成比 決算額(B)

議 会 費 1.0 1.0% 1.1 -0.1 -9.1

総 務 費 22.0 21.0% 21.0 1.0 4.8

民 生 費 32.4 30.9% 37.1 -4.7 -12.7

衛 生 費 4.8 4.6% 4.5 0.3 6.7

商 工 費 1.9 1.8% 1.6 0.3 18.8

農林水産業費 9.5 9.1% 9.5 0.0 0.0

土 木 費 9.0 8.6% 11.9 -2.9 -24.4

消 防 費 2.8 2.7% 3.0 -0.2 -6.7

教 育 費 7.1 6.8% 8.9 -1.8 -20.2

災害復旧費 0.1 0.1% 0.1 0.0 0.0

公 債 費 14.2 13.5% 14.6 -0.4 -2.7

歳出合計 104.8 100.0% 113.3 -8.5

歳入・歳出の内訳

詳しくはホームページをご覧ください。9 ことうら 2015.10



　平成26年度の財政状況
　平成19年度から地方公共団体の健全化に係る各指数の議会への報告および公表が義務付けられ
ています。本町における各指数と基準は次のとおりです。
　平成26年度の決算では、全ての指標が危険とされる各基準値を超えてはいませんが、引き続き
安定した財政運営に向けた取り組みが必要です。

○財政健全化に係る各指標と基準

①実質赤字比率
　普通会計（一般会計と住宅新築資金等貸付事業
特別会計）の実質赤字額が標準財政規模（地方公
共団体が自由に使える財源の標準的な規模。本町
では63億5,534万円）に占める赤字割合（数値が
高いほど財政状況が悪い）を示しています。
②連結実質赤字比率
　全会計（本町の場合は、普通会計、国民健康保
険特別会計、後期高齢者医療特別会計、農業集落
排水特別事業会計、下水道事業特別会計、介護保
険会計、水道事業会計）の実質赤字額が標準財政
規模に占める割合（数値が高いほど財政状況が悪
い）を示しています。
③実質公債費比率
　普通会計が負担する公債費（町の借金）が標準財
政規模に占める割合（数値が高いほど財政運営が悪
い）を示しています。平成26年度は前年度に比べ0.9
ポイント改善しました。これは、公債費（借入金返済
部分）の減少と、合併特例債等の起債償還額増加によ
る普通交付税等の特定財源の増収が主な理由です。
④将来負担比率
　普通会計が将来負担すべき債務が、標準財政規
模に占める割合（数値が高いほど財政状況が苦し
い）を示しています。平成26年度は、前年度に比
べ2.0ポイント数値が向上しました。これは、借
金である地方債残高の減額など将来負担額を減少
できたことと、町の貯蓄部分である基金残高を増
加できたためです。
⑤資金不足比率
　各公営企業会計（本町の場合、水道事業会計、農
業集落排水事業会計、下水道事業特別会計）の資金
不足額が、その会計の事業規模に占める割合（数値
が高いほど財政状況が悪い）を示しています。

A�早期健全化基準（公営企業の場合は資金不足率
での経営化基準）
　いわゆる財政状況のイエローカード基準であ
り、各指数のひとつでもこの基準を超えると「早
期健全化団体」となり、悪化した財政を早期に改
善し、健全化にむけて計画を策定して取り組まな
ければなりません。
B財政再生基準
　いわゆるレッドカード基準であり、早期健全化
段階よりさらに財政か悪化した状態（財政再生団
体）で、事務事業の見直し、組織の合理化、全体
的な歳出の削減等はもちろんのこと、地方税や使
用料などの値上げなど財政再建計画を策定し取り
組まなければなりません。

　各数値については改善傾向にあります。
　合併以後、新庁舎・保育園・学校・道路整備等
の大型事業を実施してきており、借入金は増額し
ていますが、この借入金は合併特例債で、借入金
の約7割が普通交付税として国から交付されるた
め数値は改善しています。
　しかし、借入金残高は県内町村で最も高くなっ
ており、借入金を抑える必要があります。プライ
マリーバランス（借入金を除く収入と借入金の返
済額を除く支出との収支）を考慮した財政運営を
重視しなければなりません。
　また、今後は普通交付税の減収などにより、非
常に厳しい財政状況になることが見込まれます。
これらに対応するためにも、公共施設等総合管理
計画の策定を行い、将来持続可能な行政サービス
の環境整備を進める必要があります。

指標名
基準名

①
実質赤字比率

②
連結実質赤字比率

③
実質公債費比率

④
将来負担比率

⑤
資金不足比率

平成26年度琴浦町比率 赤字額無し 赤字額無し 12.6 132.4 不足額無し

平成25年度琴浦町比率 赤字額無し 赤字額無し 13.5 134.4 不足額無し

比較
基準

A早期健全化基準 14.29 19.29 25.0 350.0 20.0

B財政再生基準 20.00 30.00 35.0 基準無し 基準無し

町 目 標 基 準 赤字額無し 赤字額無し 18.0 300.0 不足額無し

財政健全化の取組状況

各基準の説明各指標の説明

問合せ先　総務課　 　52-2111 H27.10.1 10



　

　

人
口
減
少
が
進
む
な
か
、
公
共
施
設
を
適
切
な
数
・
規
模
に
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

シ
リ
ー
ズ
２
回
目
の
今
回
は
、
今
年
４
月
に
実
施
し
た
、
公
共
施
設
に
関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

●�

公
共
施
設
の
利
用
状
況
は
全
体

的
に
低
い

　

公
共
施
設
を
ど
の
く
ら
い
利
用

し
て
い
る
か
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
頻

繁
に
利
用
し
て
い
る
人
は
少
な
く
、

全
体
的
に
低
め
の
利
用
状
況
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。（
表
１
）

ま
た
、「
公
共
施
設
を
利
用
し
て
い

な
い
」
と
回
答
し
た
人
に
そ
の
理

由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
利
用
す
る

機
会
（
必
要
）
が
な
い
」
と
い
う

意
見
が
多
数
を
占
め
ま
し
た
。

●�

公
共
施
設
の
更
新
問
題
と
、
そ

れ
に
と
も
な
う
公
共
施
設
の
最

適
化
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
の

理
解
・
賛
成
は
得
ら
れ
て
い
る

　

公
共
施
設
の
更
新
問
題（
注
１
）

に
つ
い
て
ど
の
く
ら
い
知
っ
て
い

る
か
と
い
う
質
問
で
は
、「
知
っ

て
い
る
」
ま
た
は
「
な
ん
と
な
く

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
答
え

た
人
は
全
体
の
56･

２
％
で
し
た

（「
知
ら
な
か
っ
た
」
と
答
え
た
人

は
30･

４
％
）。

　

ま
た
、公
共
施
設
の
最
適
化（
統

廃
合
や
複
合
化
）（
注
２
）
を
進

め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
「
賛
成
」

ま
た
は
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛

成
」
と
答
え
た
人
は
57･

９
％
で

し
た
（「
反
対
」
ま
た
は
「
ど
ち

　

ま
た
、
公
共
施
設
の
配
置
数
に

つ
い
て
は
多
く
の
施
設
で
現
状
ど

お
り
を
望
む
声
が
多
数
と
な
り
ま

し
た
（
表
３
）。

　　

こ
う
し
て
見
る
と
、
公
共
施
設

の
最
適
化
に
つ
い
て
理
解
・
賛
成

は
得
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
実
際

の
施
設
配
置
等
に
つ
い
て
は
現
状

ど
お
り
を
望
む
声
が
多
い
の
が
分

か
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
公
共
施
設

の
最
適
化
を
進
め
て
い
く
上
で
町

民
の
皆
さ
ま
の
理
解
を
得
る
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
が
、
そ

の
た
め
に
も
た
だ
施
設
数
を
減
ら

す
の
で
は
な
く
、
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
に
繋
が
る
よ
う
に
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
回
か
ら
は
具
体
的
な
公
共
施

設
の
最
適
化
の
手
法
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

公
共
施
設
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
②

ら
か
と
い
え
ば
反
対
」
と
答
え

た
人
は
６
・
６
％
）。

　

こ
の
結
果
を
見
る
と
、
公
共
施

設
の
更
新
問
題
や
、
そ
れ
に
伴
う

公
共
施
設
の
最
適
化
に
つ
い
て
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
あ
る
程
度
の
理

解
・
賛
成
を
得
ら
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

●�

施
設
の
所
有
・
運
営
に

つ
い
て
は
町
有
・
町
営

を
望
む
声
が
多
い

　

公
共
施
設
の
所
有
と
運

営
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど

お
り
町
が
所
有
・
運
営
す

べ
き
と
い
う
意
見
が
多
い

も
の
の
、公
民
館
、集
会
所
・

ホ
ー
ル
、
文
化
セ
ン
タ
ー

の
運
営
に
つ
い
て
は
民
間
・

地
元
が
運
営
す
べ
き
と
い

う
意
見
が
比
較
的
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
（
表
２
）。

（
注
１
）
公
共
施
設
の
更
新
問
題
…

高
度
経
済
成
長
期
に
大
量
に
建
設
し

た
公
共
施
設
が
老
朽
化
し
、
そ
の
更

新
時
期
が
一
斉
に
到
来
す
る
こ
と
で

多
額
の
更
新
費
用
が
か
か
り
、
自
治

体
の
財
政
を
圧
迫
す
る
問
題
の
こ
と

（
注
２
）
公
共
施
設
の
複
合
化
…
ひ

と
つ
の
施
設
に
複
数
の
種
類
の
機
能

を
持
た
せ
る
こ
と

表1　各公共施設の利用状況について（利用頻度は問わず）

利用状況

公共施設

利用して
いる

利用して
いない 無回答

地区公民館　　 40.2％ 42.6％ 17.2％

体育館・武道館 22.4％ 57.9％ 19.6％

野球場　　　　 4.8％ 74.1％ 21.1％

文化センター　 11.3％ 67.7％ 21.0％

集会所・ホール 23.6％ 56.5％ 20.0％

表2　各公共施設の所有・運営について
所有・運営方法

公共施設

所有について 運営について

町が所有
すべき

民間・地
元が所有

すべき

町が運営
すべき

民間・地
元が運営

すべき
地区公民館　　　 68.5％ 13.9％ 33.4％ 49.0％
体育館・武道館　 76.1％ 6.2％ 50.8％ 31.5％
野球場　　　　　 72.3％ 8.8％ 45.1％ 36.0％
集会所・ホール　 62.9％ 18.3％ 26.9％ 54.3％
文化センター　　 64.2％ 16.8％ 37.7％ 43.3％
琴浦斎場　　　　 70.8％ 10.9％ 53.3％ 28.4％
保育園　　　　　 74.8％ 6.7％ 63.7％ 17.8％
学校給食センター 72.5％ 9.4％ 55.8％ 26.1％

表3　公共施設の配置数について

 

公共施設　（配置数）

配置数について

無回答増やす
べき

現状ど
おりで

よい

減らす
べき

地区公民館　 9 2.1％ 63.1％ 18.0％ 16.8％
体育館　　　 14 1.3％ 50.3％ 31.4％ 16.9％
武道館　　　 2 2.7％ 65.3％ 14.6％ 17.4％
野球場　　　 2 1.9％ 67.0％ 13.5％ 17.6％
集会所・ホール 3 3.0％ 63.0％ 17.3％ 16.7％
図書館　　　 2 4.8％ 71.6％ 7.0％ 16.6％
文化センター 2 1.0％ 61.8％ 19.9％ 17.3％

※アンケート結果について詳しくは琴浦町ホームページをご覧ください。
　http://www.town.kotoura.tottori.jp/docs/2015030400056/11 ことうら 2015.10



平成27年10月から、マイナンバーが通知されます　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
、
住
民

票
が
あ
る
す
べ
て
の
人
に
一
つ

ず
つ
付
け
ら
れ
る
12
桁
の
番
号

の
こ
と
で
す
。

　

原
則
と
し
て
、
一
生
変
わ
ら

ず
に
使
う
も
の
で
す
。

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
、
社
会
保

障
・
税
・
災
害
対
策
の
事
務
で
、

法
律
や
条
例
に
定
め
ら
れ
た
行
政

手
続
き
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
左
図
の
場
面

な
ど
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
で

き
ま
す
。

●
国
や
地
方
公
共
団
体
で

　

年
金
、
雇
用
保
険
、
医
療
保
険

の
手
続
き
、
生
活
保
護
・
児
童
手

当
、
そ
の
ほ
か
福
祉
の
給
付
、
確

定
申
告
な
ど
の
税
の
手
続
き
で
、

申
請
書
な
ど
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

●
民
間
事
業
者
で

　

税
・
社
会
保
障
の
手
続
き
に
お

い
て
は
、
事
業
主
や
証
券
会
社
、

保
険
会
社
な
ど
が
個
人
に
代
わ
っ

て
手
続
き
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
勤
務
先

や
証
券
会
社
、
保
険
会
社
な
ど
か

ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
出
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
安
心
か
つ
安

全
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
制

度
・
シ
ス
テ
ム
の
両
面
で
、
個
人

の
情
報
を
保
護
す
る
た
め
の
様
々

な
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

●
制
度
面

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
法
律
で
定
め

ら
れ
た
目
的
以
外
に
使
っ
た
り
、
む

や
み
に
他
人
に
提
供
す
る
こ
と
を

禁
止
し
て
い
ま
す
。
他
人
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
不
正
入
手
し
た
り
、
職

務
で
知
り
得
た
他
人
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
不
当
に
第
三
者
に
提
供
す

る
と
、
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
シ
ス
テ
ム
面

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
扱
う
シ
ス
テ

ム
の
ア
ク
セ
ス
制
限
を
す
る
ほ

か
、
他
機
関
と
情
報
の
や
り
と
り

を
す
る
際
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
直
接
使
わ
な
い
よ
う
に
し
た

り
、
暗
号
化
を
行
い
ま
す
。

・�

個
人
情
報
が
ま
と
め
て
漏
れ
る

可
能
性
は
？

　

年
金
の
情
報
は
年
金
事
務
所
、

税
の
情
報
は
税
務
署
と
各
機
関
で

分
散
管
理
さ
れ
る
た
め
、
芋
づ
る

式
の
情
報
漏
え
い
を
防
ぎ
ま
す
。

・�

引
っ
越
し
た
場
合
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
通
知
は
新
住
所
に
転
送

し
て
も
ら
え
る
の
？

　

転
送
不
要
の
簡
易
書
留
で
送
付

さ
れ
る
た
め
、
転
送
で
き
ま
せ

ん
。
新
住
所
の
役
場
に
て
住
所
変

更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
住
民
票
コ
ー
ド
は
ど
う
な
る
の
？

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
住
民
票
コ
ー

ド
を
元
に
作
ら
れ
る
の
で
、
住
民
票

コ
ー
ド
も
従
来
ど
お
り
残
り
ま
す
。

　

住
民
票
コ
ー
ド
は
、
住
民
票
と

そ
れ
に
関
連
し
た
利
用
に
限
ら
れ

ま
す
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
税
・

福
祉
・
災
害
対
策
関
係
で
利
用
で

き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
っ
て
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は

ど
ん
な
こ
と
に
使
う
の
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
管
理
は
安
全
な
の
？

毎年6月の児童手当の現況届を
提出するときに

源泉徴収などに法定調書などに

勤務先

厚生年金の請求のときに

年金事務所役場

証券会社・保険会社などで

※顧客の個人番号を法定調書などに
記載して税務署などに提出します。

※従業員やその扶養家族の個人番号を
源泉徴収票などに記載して税務署や
役場に提出します。

マイナンバーは簡易書留で届きます。以下の３つが入っ
ているか確かめましょう。
　□マイナンバーの「通知カード」
　□『個人番号カード』の申請書と返信用封筒
　□説明書
　　※通知カードは必ず大切に保管してください。

『個人番号カード』を申請しましょう。申請方法は主に
２通りあります。
　・郵送で申請
　　　�個人番号カードの申請書にご本人の顔写真を貼

り、返信用封筒に入れて郵便ポストへ
　・オンライン申請
　　　�スマートフォンで顔写真を撮影し、所定のフォー

ムからオンライン申請

平成28年１月以降、ご本人が役場窓口で受け取れます。
無料で受け取れますが、その際に以下の３つが必要です。
　①大切に保管していた「通知カード」
　②�『個人番号カード』の準備ができたことを知らせる
「交付通知書」

　③運転免許証などの本人確認書類
　　※�受け取る際、６～16桁の英数字の暗証番号（オンライン

での本人確認等に使う）設定が必要です。

1．書留の中身を確認

2．個人番号カードを申請

3．個人番号カードを受け取る

よ
く
あ
る
質
問

個人番号カードを取得するには？

問合せ先　企画情報課　 　52-1708
H27.10.1 12



　　

町
内
小
学
校
５
校
の
３
・
４
年
生
を
対
象

に
し
た
二
十
世
紀
梨
の
栽
培
体
験
学
習
で

は
、い
よ
い
よ
待
ち
に
待
っ
た
収
穫
を
迎
え
、

各
小
学
校
の
児
童
が
９
月
に
収
穫
作
業
と
選

果
場
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は

こ
れ
ま
で
、
摘
果
、
小
袋
掛
け
、
大
袋
掛
け

の
作
業
を
し
て
お
り
、
収
穫
を
楽
し
み
に
し

て
き
ま
し
た
。

　

９
月
７
日
に
は
、
浦
安
小
学
校
の
児
童
が

山
㟢
肇
さ
ん
（
槻
下
）
の
梨
園
で
収
穫
作
業

を
し
、
も
ぎ
た
て
の
梨
を
試
食
し
ま
し
た
。

ま
た
、
梨
選
果
場
も
見
学
し
、
収
穫
さ
れ
た

梨
が
ど
の
よ
う
に
選
果
さ
れ
て
い
る
か
、
興

味
深
く
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

　

町
内
に
お
住
ま
い
の
88
歳
（
米
寿
）、

１
０
０
歳
以
上
の
高
齢
者
あ
わ
せ
て
１
７
４

名
の
お
宅
や
介
護
施
設
を
、
副
町
長
や
職
員

が
長
寿
の
お
祝
い
に
訪
問
し
ま
し
た
。

　

今
年
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
野
間
田
喜

代
子
さ
ん
に
「
元
気
の
秘
訣
は
何
で
す
か
？
」

と
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
「
な
ん
だ
ろ
う
か
な
」

と
、
親
戚
の
方
が
「
家
族
や
親
戚
の
方
に
大

事
に
し
て
も
ら
っ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

副
町
長
は
「
お
身
体
を
大
切
に
い
つ
ま
で

も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
」
と
お
祝

い
を
述
べ
、
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

外
国
出
身
者
を
対
象
に
、
８
月
23
日
に
交

流
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
の
つ
ど
い
で
は
５
カ
国
、
18

人
の
外
国
出
身
者
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
の
方
か
ら
大
山
滝
の
歴
史
を
学
ん

だ
り
、
山
道
の
植
物
を
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
、
一
向
平
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
大
山
滝
を
目

指
し
ま
し
た
。

　

大
山
滝
に
は
他
に
も
た
く
さ
ん
の
観
光
客

が
来
ら
れ
て
お
り
、
観
光
客
と
の
会
話
を
楽

し
み
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　

琴
浦
町
の
こ
と
を
よ
り
よ
く
知
っ
て
も
ら

う
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

野間田喜代子さん

浦安小学校収穫作業の様子「大きな梨に思わずにっこり」

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
高
橋
隊
員
が
企
画

し
た
「
琴
浦
の
里
山
を
知
ろ
う
！
」
を
９
月

13
日
、
上
中
村
集
落
を
中
心
に
開
催
し
ま
し

た
。
雨
の
後
の
清
々
し
い
秋
晴
れ
の
中
、
参

加
者
は
案
内
人
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
集
落

周
辺
の
竹
林
や
道
沿
い
を
歩
き
、
田
畑
や
山

の
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
気
づ
い
た
こ
と
を
発

表
し
、
改
め
て
里
山
の
魅
力
や
課
題
を
確
認

し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
景
観
保
全

の
た
め
に
は
多
く
の
人
の
理
解
が
必
要
で
、

案
内
人
つ
き
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
ま
た
企
画

し
て
ほ
し
い
」「
地
域
の
再
発
見
が
で
き
た
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
好
評
で
し
た
。

お
い
し
い
梨
が
実
っ
た
よ

～
小
学
生
二
十
世
紀
梨
栽
培
体
験
学
習
～

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

～
町
内
高
齢
者
に
長
寿
の
お
祝
い
～

在
住
外
国
人

交
流
の
つ
ど
い

爽
や
か
な
空
気
の
中
で

里
山
を
歩
く

北野博堂さんの説明を受けながら集落を歩きました
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困
り
ご
と
全
般
の
相
談
に
対
応

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
の
相
談
員
を
配
置

し
、
難
病
の
方
お
よ
び
身
体
・
知
的
・
精
神
に

障
が
い
の
あ
る
町
民
の
方
（
児
童
も
含
む
）
と

そ
の
家
族
が
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
日
常
生
活
に
か
か
わ
る
こ
と
か
ら
就
労
・

教
育
に
関
す
る
こ
と
ま
で
、
総
合
的
に
困
り
ご

と
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

｢

あ
い
サ
ポ
ー
ト｣

の
普
及
に
努
め
て

い
ま
す

　

ま
た
「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
」
の
普
及
運
動
や
講

演
な
ど
を
通
し
て
、
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
啓
発
も
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
方
法　

電
話
・
来
訪
・
訪
問
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

利
用
時
間　

�

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
　
（
土
・
日
、
祝
日
な
ど
を
除
く
）

問
合
せ
先　
　

琴
浦
町
障
が
い
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
52
─
１
７
０
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
52
─
１
５
２
４

『
こ
と
カ
フ
ェ
in
旧
中
井
旅
館
』

と　

き　

10
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

旧
中
井
旅
館

※
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
も
参

加
し
ま
す
の
で
、
介
護
や
認
知
症
に
つ

い
て
の
個
別
相
談
も
可
能
で
す
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
と
は
…
…
認
知
症
の
人

と
そ
の
家
族
、
地
域
住
民
、
専
門
職
等
の

誰
も
が
参
加
で
き
、
一
緒
に
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
、
互
い
に
理
解
し
支
援
し
合
っ
た

り
、
情
報
共
有
で
き
る
カ
フ
ェ
で
す
。

問
合
せ
先　

琴
浦
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

　
52
─
１
５
２
５

『
こ
と
カ
フ
ェ
in
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
な
み
』

と　

き　

①
10
月
９
日
（
金
）

　
　
　
　
②
11
月
13
日
（
金
）

　
　
　

③
平
成
28
年
１
月
８
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
な
み

　
　
　
　

（
赤
碕
１
０
８
７-

７
）

※
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　

入
り
口
付
近

　

琴
の
浦
高
等
特
別
支
援
学
校
が
運
営
し
て
い
る

「
こ
と
カ
フ
ェ
」
が
、
９
月
11
日
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
は
な
み
に
出
店
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
者
や
そ
の
家
族
、
地
域
の

方
た
ち
な
ど
約
50
名
の
来
店
が
あ
り
、
皆
で
楽
し
く

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
お
互
い
に
話
し
た
り
、
紙
芝
居

を
見
て
認
知
症
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
わ
く
わ
く
琴
浦
体
操
で
一
緒
に
体
を
動

か
し
、
琴
浦
町
初
の
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
大
盛
況
で

終
わ
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
「
認
知
症
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
く
学
べ
た
。
来
月
も
ま
た
来
た

い
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
認
知
症
の
方
た
ち

が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
と
な
る
よ
う
、
互
い
に
交
流

で
き
、
理
解
し
合
っ
た
り
支
え
合
え
る
場
と
し
て
、

こ
と
カ
フ
ェ
が
地
域
に
出
か
け
ま
す
の
で
、
多
く
の

皆
様
の
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

こ
と
カ
フ
ェ
の
旧
中
井
旅
館
へ
の

出
店
が
決
ま
り
ま
し
た
！

今
後
の
開
催
日

♥ことカフ
ェinグループホームはなみ 大盛況!!♥
～琴浦町版オレンジカフェ～

シリーズ障がい

地域の身近な相談場所

琴浦町障がい者地域生活支援センターをご利用ください
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シ
リ
ー
ズ
高
齢
者
福
祉

高
齢
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に

成
年
後
見
制
度
と
は

　

�　

認
知
症
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
な
ど
に
よ
っ

て
判
断
能
力
が
不
十
分
に
な
っ
た
人
が
、
財
産
の
管
理

や
契
約
な
ど
で
不
利
益
を
被
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

法
律
面
で
支
援
す
る
制
度
で
す
。

こ
ん
な
と
き
に
は
成
年
後
見
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

・�

最
近
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
り
、
財
産
管
理
が
不
安
に

な
っ
た

　

・�

認
知
症
で
一
人
暮
ら
し
の
母
が
、
訪
問
販
売
や
振
り
込

め
詐
欺
な
ど
の
悪
質
商
法
に
だ
ま
さ
れ
な
い
か
心
配

成
年
後
見
制
度
に
は
２
つ
の
制
度
が
あ
り
ま
す

　

【
法
定
後
見
制
度
】�

　
　
　

�　

本
人
の
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
に
対
す
る
制

度
で
す
。

　
　
　

�　

判
断
能
力
の
程
度
に
よ
り
、「
後
見
」「
保
佐
」「
補

助
」の
３
つ
に
分
け
ら
れ
、本
人
や
家
族
の
申
立
て

に
よ
っ
て
、
家
庭
裁
判
所
で
選
ば
れ
た
成
年
後
見

人
な
ど
が
支
援
し
ま
す
。

　

【
任
意
後
見
制
度
】�

　
　
　

�　

今
は
大
丈
夫
で
も
、
将
来
判
断
能
力
が
不
十
分

に
な
っ
た
場
合
に
備
え
、
支
援
者
や
支
援
内
容
を

自
分
自
身
で
決
め
て
お
く
制
度
で
す
。

問
合
せ
先

・
中
部
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
ミ
ッ
ト
レ
ー
ベ
ン
」
　
22
─

８
９
０
０

・
琴
浦
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
52
─

１
５
２
５

成
年
後
見
制
度

From　Joshua�Fulkerson
　　　　文／ジョシュア・フォルカーソン
　　　　　（赤碕中学校英語指導助手）「ゲームの効能」

　今月このコーナーで話そうと思っていることは、
私が今夢中になっているもの「ゲーム」のことです。
ゲームにはいろいろな形がありますが、とりわけ私
はボードゲームがお気に入りです。ボードゲームは
時として、アナログのゲームと称されることがあり
ます。その理由としては、全く電子部品を使ってい
ないからです。
　みなさんは、ボードゲームと言うと、子ども向け
のさいころを転がして遊ぶものを想像するでしょう。
そのようなものもありますが、既成の概念を打ち破
るような新しいゲームが次々に考案されています。
　そんなゲームの中でも私のおすすめは「アグリコ
ラ」というものです。プレーヤーは農夫になり、最
も成功を収めたものが勝ちとなります。そのために、
家族の人数を増やしたり、家畜や農作物を育てたり、
屋敷を拡大したりします。プレーヤー１人ひとりが、
相手の手の内を予想しながら、農場を拡大するのに
どんな資源を集めるかを決めていくことは、簡単な
ことではありません。
　このようなボードゲームをたった１回でもやって
みると、いっしょにプレイした人たちと親しくなる
ことができます。私にとって、ボードゲームとは新
しい人との出会いの場であり、古くからの友人と楽
しく過ごす場になっています。
　さあ、あなたもボードゲームの世界へ！

　This month I wanted to talk about a passion I 
have: games. They come in all kinds of forms but 
board games are particularly special to me. Board 
games are sometimes referred to as analog games 
–and for a very special reason: they don’t have any 
electronic components to them.
　When people think of board games, they probably 
imagine simple luck-based dice rolling ones meant 
for children. There are games like this, but many 
more that aren’t. More and more new board games 
are being developed to challenge this idea.
　One of  my favor i te  games l ike th is  i s , 
“Agricola.”Players take the role of farmers 
trying to create the most successful farm by the 
end of the game. Along the way it’s possible to 
increase the size of your family, raise animals, 
harvest crops, and even increase the size of your 
house. No one decision is made lightly since all 
players are vying for the same kinds of resources 
to make farms of their own. 
　I think the thing I enjoy the most about games 
like this is the camaraderie that develops from a 
single play session. To me they are a great way 
of meeting new people, or spending time with old 
friends. So please, play more games!  

A Game For Everyone
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このコーナーでは毎月、公民館の活動などを掲載します。

「
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
教
室
」
上
郷
地
区
公
民
館

　

９
月
12
日
に
、
参
加
者
20
名
で
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
香
り
の
石
鹸
・
ガ
ラ
ス
瓶
・
Ａ
４
フ
ァ
イ

ル
の
３
点
を
使
っ
て
、
薄
い
紙
に
描
か
れ
た
様
々
な
イ

ラ
ス
ト
を
切
り
取
っ
た
物
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
面
に
貼

り
つ
け
て
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
方
は
「
初
め
て
作
っ
た
け
れ
ど
意
外
に
簡

単
に
で
き
あ
が
り
、
素
敵
な
作
品
に
な
り
ま
し
た
」
「
石

鹸
は
い
い
香
り
が
す
る
の
で
、
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
玄

関
に
飾
り
ま
す
」
な
ど
、
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
白
い
靴
や
カ
ッ
プ
な
ど
に
も
手
軽
に
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
ま
す
。

　

ま
た
挑
戦
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

上
郷
地
区
公
民
館　

　
52
─

３
０
６
６

「
ふ
る
さ
と
を
知
る
会
」
浦
安
地
区
公
民
館

　

「
成
美
～
以
西
地
区
の
歴
史
探
訪
」

　

９
月
６
日
に
大
谷
浩
史
さ
ん
の
案
内
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

出
上
岩
屋
古
墳
で
は
住
宅
の
敷
地
内
に
あ
る
こ
と
に

驚
き
、
竹
林
の
奥
深
く
、
こ
の
地
方
特
有
の
形
と
い

わ
れ
る
分
乗
寺
の
宝ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

篋
印
塔
は
、
場
所
、
天
気
と
あ

い
ま
っ
て
、
幻
想
的
な
異
空
間
で
し
た
。
以
西
に
入
る

と
、
船
上
山
の
歴
史
と
と
も
に
あ
る
智
積
寺
、
池
田

家
、
天
皇
水
の
他
、
大
熊
神
社
、
道
々
の
塞
の
神
な

ど
、
大
切
に
守
ら
れ
、
暮
ら
し
の
中
に
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
い
る
歴
史
を
体
感
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
朝
か
ら
雨
が
降
り
、
全
て
を
バ
ス
利
用
に
変

更
し
た
の
で
、
参
加
者
は
「
近
く
て
遠
い
地
元
。
次
は

天
気
の
良
い
日
に
、
ち
ゃ
ん
と
歩
い
て
み
た
い
」
と

言
っ
て
、
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　各地区公民館まつりを次のとおり開催します。�
お誘いあわせのうえお越しください。

《出展作品を募集中》�
　くわしくは各地区公民館までお問い合わせください。
●古布庄まつり2015
　と　き　11月７日～８日（土・日）10：00～
　ところ　古布庄地区公民館　 　57-2004
　　　　　旧古布庄小学校�

●第30回上郷地区公民館まつり
　と　き　11月８日（日）9：00～15：00
　ところ　上郷地区公民館　 　52-3066

●浦安地区公民館まつり
　と　き　11月８日（日）9：00～15：00
　ところ　浦安地区公民館　 　52-2769

●第39回八橋地区公民館まつり
　と　き　11月８日（日）9：00～15：00
　ところ　八橋地区公民館　 　52-2564

●第27回下郷公民館まつり
　と　き　11月14日～15日（土・日）9：00～
　ところ　カウベルホール
　　　　　下郷地区公民館　 　53-1886

公民館まつりのお知らせ

～秋の剣
つるぎ

山（標高962ｍ）～
　剣山は岡山との県境にある山で、360度展望が
ひらけた見晴らしのよい山です。
　初心者の方も大歓迎! 経験豊かな山楽会のメン
バーがご案内します。

と　　き　11月３日（火）
　　　　　8：00赤碕分庁舎出発
参 加 費　500円
定　　員　20人(先着順)
申込み先　赤碕中学校区の各地区公民館

「チャレンジ登山!」
参加者募集!
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今
ま
で
は
３
種
類
の
タ
イ
プ
に

有
効
な
ワ
ク
チ
ン
で
し
た
が
、今
年

度
か
ら
新
し
く
な
り
、４
種
類
の

タ
イ
プ
に
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
へ
と

代
わ
り
ま
し
た
。こ
れ
に
伴
い
、自

己
負
担
額
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

①
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対　

象

　

65
歳
以
上
の
方
（
昭
和
25
年
12

月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

　

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
、

腎
臓
又
は
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己

の
身
辺
の
日
常
生
活
が
極
度
に
制

限
さ
れ
る
程
度
の
障
が
い
を
有
す

る
方
及
び
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日
常

生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度

の
障
が
い
を
有
す
る
方
。

自
己
負
担
額

　

�

２
，
３
０
０
円
（
１
人
１
回
）

＊
接
種
券
等
を
健
康
づ
く
り
推
進

員
を
通
じ
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
説
明
書
を
確
認

し
、
接
種
券
・
予
診
票
を
持
っ
て

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

②
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対　

象

　
�

生
後
６
カ
月
か
ら
中
学
３
年
生

助
成
額

　

�

１
回
１
，
５
０
０
円

　
　
　
　
　

（
１
人
２
回
ま
で
）

＊
接
種
券
等
を
郵
送
し
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
説
明
書
を
確
認

し
、
接
種
券
・
母
子
手
帳
を
持
っ

て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

③
生
活
保
護
世
帯
（
①
②
の
み
）

　

負
担
金
全
額
助
成

＊
予
防
接
種
済
証
と
請
求
書
を

持
っ
て
、
健
康
対
策
課
ま
た
は
分

庁
総
合
窓
口
係
に
て
請
求
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

健
康
対
策
課　

　
52
─

１
７
０
５

④
障
が
い
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
助
成

対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療

育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
級
所
持
者

　

接
種
費
用
の
２
分
の
１
、
上
限

１
，
５
０
０
円
を
１
回
助
成

＊
上
記
の
高
齢
者
・
子
ど
も
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
該
当
さ
れ
な
い

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
領
収
書

と
印
鑑
を
持
参
し
、
福
祉
課
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

福
祉
課　
　
　

　
52
─

１
７
０
６

●�献血カードまたは本人確認できる運転
免許証、保険証をご持参ください。
●�服薬中の方は問診の際、薬品名の入
力が必要です。
　�お薬手帳等、お薬の名前がわかるもの
をご持参ください。
●�献血は、各種健診や健康教室等に参
加して集めたポイントで応募すると
「ことうら商品券」がもらえる「こ
とうら健康ポイントラリー事業」の
対象事業です。�

問合せ先　健康対策課　 　52-1705

と　き 受付時間 会　　場

10月14日
（水）

　9：00～
10：00　

JA鳥取中央
東 伯 支 所

11：50～
12：50　

畜産試験場

14：00～
15：30　

鳥取東伯
ミート(株)

16：30～
17：45　

(株)高野組

全血献血を次の日程で実施します。�
皆さまのご協力をお願いします。

献血にご協力をお願いします 季節性インフルエンザ予防接種の実施がはじまります

方
法

①
指
先
採
血

・�

自
分
で
穿
刺
器
具
を
使
っ
て
指
先
か
ら
血
液
を
採
取
し
、

Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
値
を
測
定
し
ま
す
。

・�

こ
の
検
査
器
具
は
、
糖
尿
病
で
治
療
中
の
方
の
自
己
測
定

用
と
し
て
認
可
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
検
査
結
果

・�

結
果
は
約
６
分
で
判
明

し
、
そ
の
場
で
検
査
結

果
を
お
渡
し
し
ま
す
。

③�

測
定
後
は
ア
ン
ケ
ー
ト

の
記
入
が
あ
り
ま
す
。

事
業
成
果
の
公
表

　

本
モ
デ
ル
事
業
で
得
ら

れ
た
検
査
値
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
な
ど
は
、
個
人
特

定
を
不
可
能
に
し
た
う
え

で
集
団
と
し
て
統
計
解

析
さ
れ
ま
す
。
解
析
結
果

は
、
学
会
発
表
お
よ
び
学

術
雑
誌
へ
の
論
文
発
表
で

公
表
し
ま
す
。
氏
名
な

ど
個
人
を
識
別
す
る
情

報
が
出
る
よ
う
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

健
康
対
策
課

　
　
　

　
52
─
１
７
０
５

　

こ
の
モ
デ
ル
事
業
は
、
自
覚
症
状
の
な
い
ま
ま
に
進
行
し
て
い
く

糖
尿
病
を
見
つ
け
る
た
め
に
、
指
先
採
血
と
い
う
、
と
て
も
簡
単
な

検
査
を
行
い
、
今
ま
で
見
つ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
糖
尿
病
を
見
つ
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

中部地区での実施薬局
薬局名 住　　所 実施期間

家 森 薬 局 琴浦町赤碕1144-4 平成27年８月～平成28年１月

小 林 薬 局 倉吉市明治町1032-6 平成27年８月～平成28年１月

ミ ナ ミ 薬 局 倉吉市上井町1丁目12 平成27年８月～平成28年１月

マ キ タ 薬 局 倉吉市上井302-5 平成27年８月～平成27年10月

大 陽 堂 薬 局 倉吉市上井27-1 平成27年11月～平成28年１月

薬局で糖尿病の検査（HbA1c値測定）が受けられます
鳥取県「薬局・薬剤師を活用した健康情報拠点推進モデル事業」

今
年
度
か
ら
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
！
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第
20
回
世
界
相
撲
選
手
権
大
会

上
田
幸
佳
さ
ん
（
上
伊
勢
）

　

８
月
30
日
に
堺
市
大
浜
公
園
相
撲
場
で
開
催
さ
れ
た
世

界
相
撲
選
手
権
に
、
上
田
幸
佳
さ
ん
が
女
子
団
体
戦
に
大

将
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
対
戦
し
、
惜
し
く
も
準
優
勝

で
し
た
。

　

上
田
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
を
、
町
民
み
ん
な
で
応
援
し

ま
し
ょ
う
。

レ
ス
リ
ン
グ
世
界
選
手
権

前
田
祐
也
さ
ん
（
向
原
・
拓
殖
大
学
）

　

９
月
７
日
か
ら
12
日
ま
で
、
米
国
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
開
催

さ
れ
た
レ
ス
リ
ン
グ
世
界
選
手
権
男
子
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン

ス
タ
イ
ル
80
キ
ロ
級
（
29
選
手
出
場
）
に
前
田
さ
ん
が
初

出
場
し
ま
し
た
。

　

一
回
戦
は
リ
ト
ア
ニ
ア
の
選
手
と
対
戦
し
、
第
１
ピ
リ

オ
ド
か
ら
失
点
を
重
ね
た
も
の
の
、
終
盤
に
ポ
イ
ン
ト
を

取
り
３
―
４
と
１
点
差
ま
で
追
い
上
げ
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
２
回
戦
へ
進
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
若
い
前
田
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。 琴

浦
か
ら
世
界
へ

スポーツの秋

スポーツ推進委員が健康づくりのお手伝い
　スポーツは、人や地域との交流を促進し、地域に一体感や活力をもたらし、希薄化になりつつある地
域社会の再生に必要なものとなっています。また、心身ともに健康で活力に満ちた高齢化社会を実現す
るためにも重要な役割を果たしています。
　琴浦町には現在27名のスポーツ推進委員が活動を行っています。生涯にわたり、あらゆる機会と、あ
らゆる場所において、個人の能力や健康状態に応じた指導を町民の皆様にお届けできるよう自主研修な
ども行い、スキルアップにも力を入れて活動をしています。
　各地区公民館や単一部落とも協力し合って地域住民に根ざした活動や、小学校での親子会活動にも出
向いて子どもたちや保護者とも交流を図っています。町の事業では毎年好評の白鳳祭輪投げコーナーを
担当し企画から運営までを行います。スポーツだけでなく各種イベントにも関わり、町民の皆様に喜ん
でいただくことで町全体が明るい雰囲気になるように心がけています。
　スポーツ推進委員が出前で指導にも伺いますので気軽にご相談ください。

その他　
　・指導料不要
　・用具の貸し出し無料
申込・問合せ先
　農業者トレーニングセンター　
　 ・ 　55-2707
※内容及び日程調整を行います

指導内容　ストレッチ体操
　　　　　ラジオ体操
　　　　　スポンジテニス
　　　　　ドッジビー
　　　　　ペタンク
　　　　　ソフトバレー
　　　　　バウンスボール
　　　　　健康体操　　　など

ロングミ
ーティン

グで活動
の見直し

中国地区研修会でスキルアップ
小学校親子会でドッジビーの指導

白鳳祭では
輪投げコー

ナーで盛り
上げていま

す

H27.10.1 18



　

　初めての方大歓迎 !
　クラブの持ち方・ボールの打ち方やルー
ルなど親切に指導します。
と　　き　10月６日（火）～11月19日（木）
　　　　　毎週火・木曜日　9：30～11：00
と こ ろ　逢束あじさい公園
申込受付　�当日（９：00）会場で受付けます。

　
　ゴルフ愛好家のみなさん、多数ご参加く
ださい。
と　　き　10月25日（日）9：10開会式
と こ ろ　光好カントリー倶楽部
参加資格　町民及び町内在勤者
参 加 費　団体戦　　　１人1,500円
　　　　　個人戦のみ　1人1,000円
プレー代　3,000円
競技方法　18Ｈストロークプレー
申込締切　10月19日（月）

　ウオーキングやバス移動をしながら、上郷地区の史跡め
ぐりや小田股ダムの見学に行きます。ガイドによる説明もあ
りますので誘い合ってご参加ください。参加費無料です。
と　　き　11月３日（火・祝）小雨決行　8：30～13：00
集合場所（集合時間）
　　　　　①農業者トレーニングセンター（8：30）
　　　　　②総合体育館（8：30）
　　　　　③光徳寺（9：00）（光徳寺までマイクロバスで移動）
定　　員　50人（先着順）
参加資格　町民および町内在勤者とその家族
持 参 品　�歩きやすい靴、動きやすい服、行動食（チョ

コ、飴等）、おにぎり、飲み物、帽子、タオ
ル、雨具など

申込締切　10月16日（金）

　２本のポールを交互に地面について歩くことにより、４点歩行で膝や腰の負担が軽く、また自然に上半
身も使い全身運動になります。
　琴浦の自然環境の中で、気持ち
よくチャレンジしてみませんか？
■定　　員　　 30名
■参 加 料　　150円
■集合場所　役場本庁舎又は分庁舎（コースまでは、バス移動。現地集合でもOK）� � �
■服 装 等���履きなれた運動靴で、�軽リュック・飲み物・塩飴・タオル・雨具(小雨決行）を持参ください。
　　　　　　＜荒雨天＞�東伯勤労者体育館で、屋内ウオークやポールを使った運動を行います。

秋季ゲートボール教室

町民秋季ゴルフ大会

町民体力づくりウオーキング

コース　��片道（徒歩）およそ３㎞の
コース
光徳寺→山田一号墳（山
田）→上郷地区公民館→
神郷神社（大杉）→福永→
（バス移動）→小田股ダム
（監査廊見学）�

各種スポーツ行事　申込・問合せ先　総合体育館（ 　52-2047・ 　52-2037）
　　　　　　　　　　　　　　　　　農業者トレーニングセンター（ ・ 　55-2707）

スタート地点の光徳寺山門

第2期 ノルディック ウオーク体験会

参 加 者 募 集

琴
浦
町
Ａ
チ
ー
ム　

　
　
　
　

市
町
の
部
で
５
位　

　

中
部
地
区
駅
伝
競
走
大
会
が
９
月
13
日
に

開
催
さ
れ
、
琴
浦
町
か
ら
は
３
チ
ー
ム
が
出

場
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
、
赤
碕
の
八
幡
坂
を
ス
タ
ー
ト

し
、
ゴ
ー
ル
の
中
部
建
設
会
館
裏
ま
で
の
８

区
間
全
長
48
・
12
キ
ロ
で
す
。
琴
浦
町
も
健

闘
し
、
Ａ
チ
ー
ム
が
一
般
の
部
で
５
位
で

し
た
。

　

主
な
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

●
市
町
の
部
（
出
場
10
チ
ー
ム
）

優　

勝　

北
栄
町
Ａ
（
２
時
間
45
分
39
秒
）

準
優
勝　

倉
吉
市
Ａ
（
２
時
間
49
分
31
秒
）

第
５
位　

琴
浦
町
Ａ
（
３
時
間
０
分
24
秒
）

第
９
位　

琴
浦
町
Ｂ
（
３
時
間
15
分
39
秒
）

区
間
賞

　

３
区　

盛
山
準
矢
さ
ん
（
22
分
11
秒
）

　

８
区　

川
崎
健
作
さ
ん
（
19
分
55
秒
）

●
一
般
の
部
（
出
場
４
チ
ー
ム
）

優　

勝　

鳥
取
Ｎ
Ａ
Ｃ
（
２
時
間
49
分
56
秒
）

準
優
勝　

中
部
消
防
（
２
時
間
57
分
28
秒
）

第
３
位　

チ
ー
ム
琴
浦
（
３
時
間
９
分
40
秒
）

区
間
賞

　

５
区　

川
上
大
輔
さ
ん
（
25
分
48
秒
）

　

６
区　

大
川
哲
也
さ
ん
（
21
分
54
秒
）

第
69
回
中
部
地
区
駅
伝
競
走
大
会

開催日 コ　ー　ス 申込み締切日 バス出発点

①10月17日（土） 鳴り石の浜　⇔　三度笠 10月14日（水） 本庁舎

②11月１日（日） 河本家住宅　～　光鏝絵 10月28日（水） 本庁舎

③11月29日（日） 本　庁　舎　～　八橋駅 11月25日（水） 分庁舎
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町
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
文
化

活
動
者
が
、
日
ご
ろ
の
活
動
で
作

成
さ
れ
た
作
品
を
発
表
す
る
文
化

の
祭
典
、
第
10
回
琴
浦
町
文
化
祭

を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
作
品
が
一
堂
に
展

示
さ
れ
、
文
化
と
の
ふ
れ
あ
い
が

で
き
る
機
会
で
す
。
新
た
な
出
会

い
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

文
化
祭
会
期

11
月
１
日（
日
）～
３
日（
火
・
祝
）

と
こ
ろ　

ま
な
び
タ
ウ
ン
と
う
は
く

イ
ベ
ン
ト
案
内

●
町
民
作
品
展

　

�

と　

き　

�

会
期
期
間
中
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時

（
11
月
３
日
の
み

　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
ま
で)

　

�

と
こ
ろ　

�

３
階
～
５
階　

多
目

的
ホ
ー
ル
、
研
修
室
他

●
お
茶
席

　

�

と　

き　

�

会
期
中
の
午
前
９
時

　
　
　

～
午
後
４
時

　
　
　
　
　

（
11
月
３
日
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
２
時)

　

と
こ
ろ　

３
階
第
２
会
議
室

　

お
茶
券　

２
５
０
円

文
化
体
験
講
座

と　

き　

�

会
期
中
の
午
前
９
時
～

　
　
　
　
　

午
後
４
時

と
こ
ろ　

４
階
創
作
室

問
合
せ
先　

社
会
教
育
課

　
　
　
　
　

　
52
─
１
１
６
１

　

と
り
ア
ー
ト
２
０
１
５
（
第
13

回
鳥
取
県
総
合
芸
術
文
化
祭
）
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

中
部
地
区
で
は
、
見
て
楽
し

い
、
参
加
し
て
楽
し
い
「
ア
ー
ト

イ
ベ
ン
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
・

体
験
・
展
示
な
ど
、
に
ぎ
や
か
で

楽
し
い
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　

ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

と　
　

き　

10
月
31
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　

11
月
１
日
（
日)

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

倉
吉
未
来
中
心

料　
　

金　

入
場
無
料

　
　
　
　
　

�

（
一
部
イ
ベ
ン
ト
は

有
料
で
す
）

問
合
せ
先　

鳥
取
県
総
合
芸
術
文
化
祭
中
部

地
区
企
画
運
営
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　

　
23
─
５
３
９
１

であい、ふれあい、まなびあい
第10回 琴浦町文化祭

未来を奏でる文化のま～ち
とりアート2015 開催

　

10
月
27
日
か
ら
11

月
９
日
ま
で
は
、
読

書
週
間
で
す
。
図
書

館
で
は
、
読
書
に
親

し
ん
で
も
ら
う
た
め
の

楽
し
い
催
し
を
行
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

※
11
月
２
日
（
月
）
は
、
図
書

館
本
館
は
開
館
し
ま
す
。

●
期
間
中
の
本
の
展
示

図
書
館
本
館
：�

「
魔
法
・
魔
女
が
出

て
く
る
本
」
特
集

赤
碕
分
館
：�

「
ふ
し
ぎ
な
世
界
へ

行
っ
て
み
よ
う
!

　
　
　
　
　

た
ん
け
ん
・
ぼ
う
け

　
　
　
　
　

ん
の
本
」
特
集

●
図
書
館
古
本
市

　

古
本
と
保
存
期
限
切
れ
の
雑

誌
を
無
料
で
さ
し
あ
げ
ま
す
。

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
お

早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　

き　

�

10
月
31
日
（
土
）
～

　

11
月
２
日
（
月
）

　

�

午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
５
時

と
こ
ろ　

�

ま
な
び
タ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　

と
う
は
く
２
階

　
　
　
　

�

琴
浦
町
図
書
館　

　
　
　
　
　
　
　

入
口
前
通
路

●
図
書
館
映
画
会

　

図
書
館
主
催
の
映
画
上
映
会
を

開
催
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

作　

品　

�

『
私
の
頭
の
中
の
消
し

　
　
　
　
　
　

ゴ
ム
』

と　

き　

11
月
１
日
（
日
）　
　

　
　
　
　

�

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
時
27
分

と
こ
ろ　

�

ま
な
び
タ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　
　

と
う
は
く
３
階

　
　
　
　

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

●
秋
の
読
書
週
間
お
は
な
し
会

問
合
せ
先　

琴
浦
町
図
書
館　

　
52
─
１
１
１
５

赤
碕
分
館　
　

　
55
─
７
５
４
７

図書館の読書週間イベント

日 時間 会　場 内　　容

10/31
(土)

10:00 赤碕分館 読みメンおはなし会

10:30 本　　館 ライアン先生とハロ
ウィンおはなし会

11/3
(火) 10:30

本館入口
前 談 話
コーナー

ミニコンサート＆
おはなし会

11/7
(土)�

10:00 赤碕分館 わらべ歌でたのしむ
おはなし会

10:30 本　　館 読みメンおはなし会

H27.10.1 20



愛称はさわやか橋に決定!!

　

昨
年
実
施
し
た
琴
浦
町
高
齢
者
実
態
調
査
に
お

い
て
、
高
齢
者
の
方
た
ち
の
介
護
予
防
の
課
題
と

し
て
「�

も
の
忘
れ
を
す
る
人
が
全
国
平
均
よ
り
多

い
」
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
ひ
ら
め
き
は
つ
ら
つ
教
室
（
も
の
忘

れ
予
防
教
室
）
を
各
部
落
で
開
催
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
は
部
落
に
限
ら
ず
、
５
人
以
上
の
グ
ル
ー

プ
・
団
体
な
ど
へ
も
出
張
教
室
を
行
い
ま
す
。

　

教
室
を
希
望
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
や
団
体
の
方

は
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対　

象　

�

琴
浦
町
民
で
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
や

　
　
　
　
　
　
　
　

団
体
、
部
落
な
ど

内　

容　

①
認
知
症
講
話

　
　
　
　

②�

新
わ
く
わ
く
琴
浦
体
操

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
介
護
予
防
体
操)

　
　
　
　

③�

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
検
査

　
　
　
　
　
　
　

（
も
の
忘
れ
早
期
発
見
検
査)

　
　
　
　

④�

認
知
症
カ
ル
タ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

会　

場　

�

ご
希
望
の
会
場
（
部
落
公
民
館
等
の
屋

内
会
場
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

開
催
日　

申
し
込
み
後
に
相
談
の
う
え
決
定

時　

間　

１
時
間
30
分
程
度

　
　
　
　
　
　
　

申
込
・
問
合
せ
先　

　
　
　
　
　
　
　
　

琴
浦
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

タ
ー　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
52
─
１
５
２
５

　
　
　
　
　
　
　
　

�

こ
と
う
ら
健
康
ポ
イ
ン
ト
ラ

リ
ー
対
象
事
業

ひらめきはつらつ教室（もの忘れ予防教室）の申し込み受付中

５人以上の

グループ・
団体等へ

出張します
！

学校名 日　　　　時 主な内容 学校名 日　　　　時 主な内容

浦安小学校

9/17（木）
実施 13:30～14:50 休憩、掃除、学習

公開（参観日）
船上小学校

10/9（金） 13:00～15:30 学習発表会

11/13（金） 13:30～16:00 休憩、掃除、学習公開�
親子ふれあい活動 11/19（木） 　8:50～12:20 学習公開、全校音読集会�

全校マラソン大会

聖郷小学校
10/23（金） 13:00～16:00 学 習 発 表 会�

(会場：カウベルホール)
東伯中学校

10/9（金） 　8:15～12:30 学習公開（授業や
生徒の学校生活）�
※10日（土）午後��
人権教育参観日11/16（月） 13:30～14:45 学 習 公 開�

(人権・同和教育参観日) 10/10（土） 　8:15～12:30

八橋小学校
10/23（金） 13:00～15:30 校内音楽会

赤碕中学校
10/31（土） 　8:35～15:30 校内文化祭

11/18（水） 　8:30～12:20 朝の活動、学習公開 11/15（日） 　8:20～14:55 学習公開（人権学
習参観日5限）

赤碕小学校
9/16（水）

実施 13:30～14:15 学習公開（健康教
育参観日）

10/23（金） 13:00～15:30 学習発表会

　地域に開かれた学校づくりをめざして、９月から11月にかけて、町内すべての小中学校で
学校公開が行われています。�
　町民の皆さんに、普段の学校生活や児童生徒の様子を見ていただく良い機会ですので、
お出かけください。

小中学校の学校一斉公開

問合せ先　教育総務課　 　52-1160

　

琴
浦
町
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
主
催

の
「
浦
安
駅
跨
線
橋
の
愛
称
募
集
」
に
、

79
件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

選
考
委
員
会
で
の
公
正
な
審
議
の
結
果
、

受
賞
作
品
が
左
記
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞　

さ
わ
や
か
橋　

　
　
　
　
　
　

米
田
光
枝
さ
ん

　

優
秀
賞　

声
の
か
け
橋　

　
　
　
　
　
　

更
生
保
護
女
性
会
さ
ん

　　

最
優
秀
賞
の
米
田
さ
ん
は
「
行
き
交
う
人

が
あ
い
さ
つ
で
皆
さ
わ
や
か
に
」
と
い
う
願

い
か
ら
応
募
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
思
い
が
現
実
と
な
る
よ
う
に
、
協
議

会
で
は
さ
わ
や
か
橋
を

中
心
に
あ
い
さ
つ
運
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

応
募
し
て
い
た
だ
い
た

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
本
協
議
会
で

は
、
町
内
の
あ
い
さ
つ

啓
発
活
動
を
推
進
し
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

　

社
会
教
育
課

　
　

　
52
─
１
１
６
１　

　
　

　
52
─
１
１
２
２

あいさつの気運が高まることで期待される効果
・コミュニケーションの活性化
・豊かな人間関係と明るく住み良い生活環境の構築
・犯罪抑止効果など
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行
政
相
談
は
、
役
所
の
仕
事

や
手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で

「
苦
情
が
あ
る
」「
説
明
や
措

置
に
納
得
で
き
な
い
」
「
ど
こ

に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な

い
」
「
制
度
や
仕
組
み
が
わ
か

ら
な
い
」
と
い
っ
た
苦
情
や
要

望
を
受
け
付
け
、
公
平
・
中
立

の
立
場
か
ら
、
そ
の
解
決
を
進

め
る
な
ど
行
政
運
営
の
改
善
を

図
る
制
度
で
す
。

　

総
務
省
で
は
、
こ
の
制
度
を

広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
10

月
19
日
か
ら
25
日
ま
で
の
一
週

間
を
行
政
相
談
週
間
と
定
め
、

期
間
中
は
行
政
相
談
所
の
特
別

開
設
な
ど
諸
行
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

琴
浦
町
の
行
政
相
談

　

町
で
は
、総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
に

よ
る
行
政
相
談
を
、
毎
月
２
回

（
今
月
は
行
政
相
談
週
間
の
た

め
３
回
）開
催
し
て
い
ま
す
。　

　

相
談
は
無
料
で
、相
談
者
の

秘
密
は
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
相
談
日
以
外
で
も
、電

話
な
ど
で
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

●
今
月
の
相
談

　

東
伯
会
場　

　

と　

き　
��

10
月
21
日(

水)

、

　
　
　
24
日
（
土)

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
11
時

　

と
こ
ろ　

���

琴
浦
町
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー

　

赤
碕
会
場　

　

と　

き　

�

10
月
29
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
30
分

　

と
こ
ろ　

���

琴
浦
町
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー

●
琴
浦
町
の
行
政
相
談
委
員

　

山
本
秀
正
さ
ん
（
槻
下
南
団
地
）

　
　
　
　

　
52
─
２
０
９
６

　

小
谷
純
子
さ
ん
（
下
中
村
）

　
　
　
　

　
55
─
１
６
４
４

倉
吉
合
同
行
政
相
談
所
の

特
別
開
設

　

と　

き　

10
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　
　

�

午
後
１
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
４
時

　

と
こ
ろ　

倉
吉
未
来
中
心

　
　
　
　
　

�

（
倉
吉
市
駄
経
寺

町
２
１
２
─

５
）

　

参�

加
機
関��　

�

法
務
局
、
労
働

　
　

�

局
、
税
務
署
、
年
金
事

務
所
、
弁
護
士
、
司
法
書

士
、
行
政
書
士
、
行
政
相

談
委
員
、
人
権
擁
護
委

員
、
行
政
評
価
事
務
所

　
　

ほ
か

問
合
せ
先　

鳥
取
行
政
評
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
所

　
０
８
５
７
─

２
４
─
５
５
４
２

鳥
取
行
政
評
価
事
務
所
に

お
け
る
行
政
相
談

　

電
話
に
よ
る
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

行
政
苦
情
１
１
０
番　

　
０
５
７
０
─

０
９
０
１
１
０

困ったら一人で悩まず行政相談
～行政や暮らしの困りごとをお気軽に～

　

町
内
で
は
毎
年
、
農
作
業
中
の
農
業
機
械
に
よ
る
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で
の
転
倒
・
転
落
に
よ
る
事

故
が
最
も
多
い
状
況
で
す
が
、
安
全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
付
き
の
ト
ラ
ク
タ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
転
倒
や
転

落
の
際
に
投
げ
出
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
防
ぎ
、
命
を
守
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。　

　

そ
の
た
め
、
琴
浦
町
で
は
昨
年
度
か
ら
農
作
業
機
械
の
安
全
性

を
高
め
、
農
作
業
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に
安
全

装
置
を
導
入
す
る
事
業
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
事
業
実
施
者
が

少
な
い
た
め
再
度
募
集
を
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
安
全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

が
未
設
置
の
中
古
ト
ラ
ク
タ
ー
へ
の
安
全
装
置
を
後
付
で
導
入
す

る
方
に
対
し
、
次
の
と
お
り
経
費
を
一
部
補
助
し
ま
す
。

事
業
実
施
主
体

　

農
業
者
、
農
業
法
人
、
集
落
営
農
組
織

補
助
対
象
経
費

　

�

中
古
ト
ラ
ク
タ
ー
等
へ
後
付
で
安
全
装
置
（
安
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と　　き　10月25日（日）10:00 ～ 15:00
と こ ろ　倉吉パークスクエア（倉吉未来中心隣）
入 場 料　無料
内　　容　�木工教室、木材展示販売、飲食コーナ

ー、森林体験ツアー（要事前申し込み）
　　　　　　　　　　　　　　　など

問合せ先　鳥取県中部森林組合　 　22-6622

　NHKの連続テレビ小説「花子とアン」に登場
した葉山蓮子のモデルになった、柳原白蓮を知っ
ていますか。
　華族の令嬢として生まれながらも、恵まれない
結婚生活に苦悩した末、本当の愛に生きることを
選びます。
　大正から昭和にかけて、波乱に満ちた人生を生
き抜き、愛を貫いた白蓮。そんな彼女の情熱的な
生き方を、彼女が遺した歌をとおして見ていきます。
　参加費無料、手話通訳あり。ぜひお誘い合わせ
てお出かけください。
と　　き　10月17日（土）13:40 ～ 16:10
と こ ろ　まなびタウンとうはく多目的ホール
講　　演　�「柳原白蓮のうたから―泣いて恨んで

最後に好きな男をキャッチして―」
講　　師　光本恵子さん（歌人）
●オープニング「あの夏を忘れない」
出　　演　朗読ボランティアしおさい
主　　催　�琴浦町女性団体連絡協議会・琴浦町教

育委員会
問合せ先　社会教育課　 　52-1161

　
　国指定重要文化財�河本家住宅を公開します。
　このたびの公開は、江戸末期から明治初期「河
本家所蔵のお祝い膳とうつわと衣装」の展示や文
化講演会を開催します。
　400年の歴史が息づく河本家住宅へぜひご来場
ください。
と　　き　10月11日（日）～ 17日（土）
　　　　　10:00 ～ 16:00　　※事前申込不要
入 場 料　300円（団体20名以上は一人250円）
※�中学生以下および障がい者手帳をお持ちの方は
無料です。
問合せ先　社会教育課　 　52-1161

　「メタボリック症候群」をテーマとして、厚生病院
内科医師による講演会を下記のとおり実施します。
　コレステロール、糖尿などが心配な方、ぜひご
参加ください。
と　　き　10月23日（金）13:30 ～ 14:30
と こ ろ　まなびタウンとうはく　４階研修室
問合せ先　健康対策課　 　52-1705

　
　10月７日（水）から平成28年３月28日（月）まで、
後期企画展「芸術としての写真」を開催します。
　ぜひお越しください。
開館時間　9:00 ～ 16:00（火曜日休館）
入 館 料　300円（会員・中学生以下は無料）

■記念講演
　塩谷定好写真記念館が国の文化審議会により、
登録有形文化財（建造物）に答申された記念とし
て、記念講演を開催します。
と　　き　10月17日（土）13:30 ～
と こ ろ　赤碕地区公民館
演　　題　港町赤碕の歴史的建造物
講　　師　倉吉文化財保護審議会委員
　　　　　真田　廣幸氏
問合せ先　塩谷定好写真記念館　 　55-0120

河本家秋の公開

催しもの

塩谷定好写真記念館企画展
｢芸術としての写真｣開催

健康づくり講演会

第13回「山の祭り」と第38回「住宅デー」

第2回琴浦町まなびのつどい開催

柳原白蓮

（講師）光本恵子さん
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　子育て中の保護者の方、お子さんと一緒にお気
軽にお越しください。
と　　き　10月20日（火）　10:00 ～ 11:15
と こ ろ　琴浦町ふれあい交流会館
　　　　　（きらりタウン赤碕内）
内　　容　ふれあい遊び、木のおもちゃ
　　　　　サーキット、赤ちゃんコーナー（ベビ
　　　　　ーマッサージなど）、赤ちゃん相談、　
　　　　　絵本の読み聞かせ　など
対　　象　保育園に入っていない子育て中
　　　　　の親子、ファミリーサポ
　　　　　ートセンター会員など
問合せ先　町民生活課　 　52-1703

と　　き　10月14日（水）9:30�～�11:30
と こ ろ　カウベルホール�
内　　容�
　○第１部「出番だよ～！音楽会」
　　町内保育園・こども園年長児による合唱
　○第２部「ブラボー！音楽会」
　　�「馬子と山姥」「妖怪体操第一」「きりかぶの
ともだち」�

入 場 料　一般300円
　　　　　（未就学児と70歳以上は無料）
　入場券は各保育園・こども園・役場・カウベル
ホールで取り扱っています。
　当日券も会場受付にてお買い求めいただけます。
問合せ先　町民生活課　� 　52-1703�
 

　10月の寿大学は、町内見学を開催します。
　参加申し込みをされた方は、送迎バスまたは集
合場所に遅れないよう、お集まりください。
と　　き　10月27日（火）
見 学 先　（晴天時）�鳴り石の浜、河本家住宅で

　和楽器演奏の鑑賞
　　　　　（雨天時）�河本家住宅の見学、和楽器

　演奏の鑑賞
参 加 費　800円
※�申込みキャンセルは９月21日（水）までに
　　　　　　　　　　　　　ご連絡ください。
問合せ先　社会教育課　 　52-1161

子育て支援センター「遊びの広場」

ドレミのファミリー音楽会 

学びいきいき　寿大学一般教養コース

ホール連携企画ルパン参上! in TOTTORI2days
大野雄二トリオ　ジャズライブ

　ルパン音楽の生みの親である大野雄二が、カウベル
ホールに参上 ! 今回はとりぎん文化会館とのホール連
携企画で、カウベルホール公演では、トリオによる
しっとりとしたナンバーが楽しめます !
【日時】10月16日（金）19:00開演（18:30開場）
【チケット】�全席自由（一部バリアフリー席あり）
　　　　　　一般3,500円　�高校生以下1,500円
　　　　　　※未就学児入場不可
　　　　　　※無料託児サービスあり（申込締切9/30)
【出演】�大野雄二（おおの� ゆうじ　ピアノ）、井上陽

　介（いのうえ� ようすけ　ベース）、江藤良人
　（えとう�よしひと　ドラム）

桂まん我�親子落語教室
　落語の鑑賞法や楽しみ方などについて解説・実演し
ます。また、落語独特の所作などについて実演を交
えながら、お子さんなどにも体験、参加していただけ
ます。
【日時】10月24日（土）14:30開演（14:00開場）
【チケット】小中学生無料　高校生以上1,000円
　　　　　　※独演会と２日参加の場合500円割引
　　　　　　※未就学児入場不可
【出演】桂まん我（とっとりふるさと大使）

桂南光独演会
　恒例となりましたカウベル秋の行事。落語で大いに
笑って明日からの活力にしませんか。
　人気演目「らくだ」他を熱演します !
【日時】 10月25日（日）14:00開演（13:30開場）
【チケット】　�全席自由（一部指定席・バリアフリー席

あり）一般3,000円　学生（高校・大学）
500円

　　　　　　※小中学生無料、未就学児入場不可
　　　　　　※無料託児サービスあり（事前予約必要）
【出演】�桂南光（かつら� なんこう）、桂まん我（かつ

　ら�まんが）、桂二乗（かつら�にじょう）

カウベルホール開館30周年記念式典カウベル祝祭
音楽会＆カウベルホール開館30周年記念事業
第一回カウベルミュージックフェスティバル
　1985年10月７日に開館したカウベルホールは、こ
のたび開館30周年の節目を迎えます。記念すべきこ
のときを、音楽で多くの方々と共に祝う一日です。
◇記念式典
【日時】10月31日（土）10:00開演（9:30開場）　
　　　　※式典出席者は招待制です。
◇第一回カウベルミュージックフェスティバル
【日時】10月31日（土）14：00開演（13:30開場）
【チケット】　一般1,000円　※未就学児入場不可

10月　カウベルホールの催しもの
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募　集

～鳥取県内でのご購入をお願いします～
発売期間　10月16日（金）まで
抽 選 日　10月23日（金）
　平成27年の「オータムジャンボ宝くじ」（１
等・前後賞合わせて５億円など）が、全国一斉に
発売されています。
　この宝くじの収益金は各都道府県の人口、市町
村数、および販売実績に応じて、都道府県を通じ
て各都道府県の市町村振興協会に交付されます。
つまり、鳥取県での売り上げが増加すれば、それ
だけ鳥取県への交付額が増加し、県内市町村の振
興のために活用できる財源が増加するということ
になります。
　当せんの夢とともに、県内の発展も夢見ながら
宝くじを購入してみませんか？
　なお、売り切れ次第販売終了となりますので、
お早めにお買い求めください。
問合せ先　総務課　 　52-2111

　
　リサイクルにご協力いただいている皆様に感謝
を込めて、古紙及び牛乳パックとトイレットペー
パーの交換を行います。
　ぜひお越しください。
と　　き　10月25日 ( 日 )　8:30 ～ 11:30　
と こ ろ　倉吉資源リサイクル事業協同組合
　　　　　Kセンター
　　　　　（倉吉市小田日の宮３番地）
交換内容　①牛乳パック10枚で
　　　　　　トイレットペーパー１個
　　　　　②古紙 (新聞・雑誌・ダンボール )
　　　　　　10kg でトイレットペーパー１個
問合せ先　Kセンター　 　26-3343

　平成27年10月１日を基準日として、全国一斉
に国勢調査が実施されていますので、調査へのご
協力をお願いします。
　９月下旬に調査員が各家庭に
調査票をお配りしていますので、
鉛筆またはシャープペンで記入を
お願いします。
問合せ先　商工観光課　 　55-7801

　

　さわやかな潮風を感じながら、赤碕海岸沿いの
歴史を歩いて学びませんか。
と　　き　10月11日（日）
　　　　　13:00 ～ 16:30（受付12:30 ～）
集合場所とコース
　　　　　鳴り石の浜駐車場／鳴り石の浜～塩谷
　　　　　定好写真記念館（見学）
ガ イ ド　岩田�弘さん
　　　　　（琴浦町文化財保護審議委員会会長）
定　　員　15名
参 加 料　400円（保険料等）
申込・問合せ先　社会教育課　 　52-1161

　

　
　10月１日から７日の「法の日」週間にちなみ
下記の行事が開催されます。
　お気軽にご利用ください。
○裁判所見学会（米子会場）
と　　き　10月21日（水）13:30 ～ 15:50
と こ ろ　鳥取地方・家庭裁判所米子支部
定　　員　24人（申込受付順）
問合せ先　鳥取地方・家庭裁判所米子支部庶務課
　　　　　　　　　　　　　 　0859-22-2205
○検察庁見学会
と　　き　10月７日（水）13:30 ～ 15:30
と こ ろ　鳥取地方検察庁
定　　員　�20人（申込受付順、受付は10月２日

まで）
問合せ先　鳥取地方検察庁企画調査課
　　　　　　　　　　　　　 　0857-22-4174
○鳥取県弁護士会による無料法律相談（中部会場）
と　　き　10月７日（水）10:00 ～ 15:00
と こ ろ　鳥取地方・家庭裁判所倉吉支部
定　　員　12人程度（当日受付順）
問合せ先　鳥取県弁護士会　 　0857-22-3912

お知らせ

オータムジャンボ宝くじを発売しています

ことうら潮風ウオーク参加者募集

法の日週間行事

Kセンターのリサイクル感謝デー

国勢調査実施中
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●夜間納税相談（あらかじめご連絡ください）
内　　容　納税に関すること
と　　き　開庁日の夜間　おおむね19：30まで
と こ ろ　役場本庁舎
問合せ先　税務課　 　52-1712
●人権相談
内　　容　人権問題全般
【安田地区公民館】
と　　き　10月９日（金）９：00～ 11：30
【古布庄地区公民館】
と　　き　10月23日（金）９：00～ 11：30
問合せ先　人権・同和教育課　 　52-1162
●健康相談
内　　容　身体の健康問題全般
と　　き　10月26日（月）９：30～ 10：30
と こ ろ　分庁舎
問合せ先　健康対策課　 　52-1705
●農家相談
内　　容　農地・農業問題全般
と　　き　10月６日（火）９：00～ 12：00
と こ ろ　役場分庁舎３階　農業委員会事務局
問合せ先　農業委員会事務局　 　55-7809
●中部消費生活センター定期巡回相談
内　　容　消費トラブルなど消費生活全般
と　　き　10月８日（木）、22日（木）
　　　　　８：30～ 17：00
と こ ろ　役場本庁舎　相談室
問合せ先　町民生活課　 　52-1703
●多重債務・法律相談会
内　　容　クレジット、消費者金融、ヤミ金融、
　　　　　各種ローンの相談
と　　き　10月23日（金）13：30～ 16：00
と こ ろ　倉吉未来中心２階　セミナールーム
予　　約　電話予約（先着順、定員で受付終了）
問合せ先　中部消費生活センター　 　22-3000
●心の健康相談
内　　容　心の不調の相談に精神科医が対応
と　　き　10月８日（木）15：00～ 16：30
予　　約　電話予約のうえ事前面接を実施
問合せ先　鳥取県中部総合事務所福祉保健局
　　　　　 　23-3147

10月の無料相談

ふるさと未来夢寄附金へのお礼
（平成27年８月１日～８月31日受付分）

■平成27年度の寄附の状況（８月31日現在）
寄附金の額　　　　　　　86,619,000円
ご寄附いただいた方　　　　　　3,608人
　ご寄附いただいた方のうち、希望された方
のご芳名とご住所（都道府県名のみ）は、ホ
ームページに掲載させていただいております。
HPアドレス　
http://www.kotoura-furusato.jp/

　ふるさと納税は税金控除対象です。確定申
告により税金の軽減が図られます。
　寄附金は積み立てた後、町事業に活用させ
ていただきます。
　町外在住のご親戚・お知り合いの方に、こ
の制度をぜひご紹介ください。
問合せ先　総務課　 　52-2111

　鳥取県では、毎月19日を「とっとり育児の
日」として定めています。
　社会の宝である子どもの子
育てを「家庭」ではもちろん、
「地域」や「企業」でも積極的
に進めていきましょう。
問合せ先　町民生活課
　　　　　 　52-1703
　

　
　
　官公署へ提出する書類や、相続、遺言、成年後
見などの相談に応じます。
●電話相談
と　　き　10月１日（木）10:00～15:00
受付電話番号　 　0857-26-1532
●無料相談（当日受付、先着順）
と　　き　10月18日（日）10:00～14:00
と こ ろ　倉吉市立図書館２階
問合せ先　鳥取県行政書士会　 　0857-24-2744

毎月19日は育児の日です

鳥取県行政書士会
「行政書士制度広報月間」無料相談会
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●女性法律相談
内　　容　�法律上の助言を希望する女性相談者に

弁護士が対応
と　　き　10月21日（水）10：00～ 12：00
と こ ろ　鳥取県中部総合事務所福祉保健局
予　　約　電話予約のうえ事前面接
問合せ先　鳥取県中部総合事務所福祉保健局
　　　　　 　23-3152
●教育相談会
内　　容　教育に関する相談
と　　き　10月8日（木）13：00～ 17：00
　　　　　10月26日（水）14：00～ 16：00
と こ ろ　中部総合事務所
予　　約　前々日の正午までに電話予約
問合せ先　鳥取県教育センター教育相談課
　　　　　 　0857-28-2322
●司法書士による無料法律相談会
内　　容　�相続・遺言 /不動産の贈与・売買 /貸金な

どの140万円以下の民事紛争 /借金・多重
債務問題 /その他身の回りの法律問題につ
いて司法書士が無料で相談に応じます。

琴浦会場
と　　き　10月15日（木）16：30～ 18：30
と こ ろ　琴浦町役場本庁舎１階相談室Ｂ
予　　約　前日までに要予約　 　52-6100
倉吉会場
と　　き　10月24日（土）14：00～ 17：00
と こ ろ　倉吉未来中心セミナールーム
予　　約　前日までに要予約　 　26-7123
問合せ先　鳥取県司法書士会　 　0857-24-7024

社会福祉協議会の無料相談

予約・問合せ先　琴浦町社会福祉協議会
　　　　　　　　 　52-3600
●心配ごと相談
内　　容　日常生活での困りごとなど
【社会福祉センター】第１、３水曜日（祝日除く）
と　　き　10月７日、21日　9：00～ 11：00
【老人福祉センター】第２、４木曜日（祝日除く）
と　　き　10月８日、22日　13：30～ 15：30
●法律相談
偶数月は弁護士、奇数月は司法書士が対応します。
内　　容　法律全般
と　　き　10月28日（水）13：30～ 15：30
と こ ろ　社会福祉センター
予　　約　電話予約（先着順、定員で受付終了）

27 ことうら 2015.10
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　前回は〝今度の運動会、楽しみですね〟をご紹介しましたが、その
運動会に向けて練習に頑張っていることを手話でやってみましょう。

かんたんな手話vol.17シリーズ

―今月の職員―

岩 里　　卓
　船上山・一向平・
ポート赤碕などの施
設の管理を担当して
います。

毎日みんなが練習がんばっています

手話は、　　　　「手で表すことばで、目で見ることば」です顔の表情も付け加えながらやってみましょう

毎　日 みんなが

このコーナーでは、ことうらの民話・神話等を掲載していきます。

「
そ
そ
り
新し
ん
べ
え

兵
衛
」

　

昔む
か
し

、
佐さ
ざ
き崎
の
村む
ら

に
、
そ
そ
り
新し
ん
べ
え

兵
衛
と
い

う
人ひ
と

が
い
て
、
そ
れ
が
大た
い
へ
ん変
そ
そ
っ
か
し
い

あ
わ
て
者も
の

で
し
た
。

　

「
四し
が
つ
だ
い
せ
ん

月
大
山
」
と
い
っ
て
、
新し
ん
れ
き暦
の
五ご

月が
つ

二に
じ
ゅ
う
よ
っ
か

十
四
日
に
は
必か
な
ら

ず
大だ
い
せ
ん
ま
い

山
参
り
を
し
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
当と
う
じ
つ日
の
朝あ
さ

に
新し
ん
べ
え

兵
衛

さ
ん
は
、
女に
ょ
う
ぼ房
に
「
弁べ
ん
と
う当
こ
し
ら
え
と
っ
て
ご

せ
よ
」
と
言い

っ
て
、
昼ち
ゅ
う
し
ょ
く食
の
準じ
ゅ
ん
び備
を
さ
せ
ま
し

た
。
女に
ょ
う
ぼ房
は
弁べ
ん
と
う当
を
つ
く
っ
て
、
家い
え

の
上あ

が
り

口ぐ
ち

に
置お

い
て
お
き
ま
し
た
。
新し
ん
べ
え

兵
衛
さ
ん
は

脚け
は
ん絆
を
あ
わ
て
て
履は

き
、
弁べ
ん
と
う当
と
勘か
ん
ち
が違
い
を

し
て
枕ま
く
ら

を
包つ
つ

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
を

知し

ら
ず
に
、
途と
ち
ゅ
う中
で
一ひ
と
や
す休
み
す
る
こ
と
に
な
り

弁べ
ん
と
う当
を
食た

べ
よ
う
と
し
て
包つ
つ

み
を
広ひ
ろ

げ
て
み

た
と
こ
ろ
、
弁べ
ん
と
う当
で
は
な
く
枕ま
く
ら

だ
っ
た
た
め
、

食た

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
た

が
な
い
の
で
、
持も

っ
て
い
た
小こ
づ
か遣
い
の
百ひ
ゃ
く
も
ん文
で

弁べ
ん
と
う当
を
買か

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
大だ
い
せ
ん山
の
権ご
ん
げ
ん
や
ま

現
山
の
賽さ
い
せ
ん
ば
こ

銭
箱
に

一い
ち
も
ん文
入い

れ
る
つ
も
り
が
、
百ひ
ゃ
く
も
ん文
つ
な
ぎ
の
先さ
き

の
方ほ
う

を
投な

げ
て
し
ま
い
、
九き
ゅ
う
じ
ゅ
う
き
ゅ
う

十
九
文も
ん

も
賽さ
い
せ
ん銭

に
す
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

新し
ん
べ
え

兵
衛
さ
ん
は
「
一い
ち
も
ん文
で
昼ひ
る
め
し飯
を
買か

わ
ん
と

い
け
ん
」
と
言い

っ
て
、
嘆な
げ
き

き
ま
し
た
。
そ
う
こ

う
し
て
い
る
う
ち
に
、
饅ま
ん
じ
ゅ
う頭
屋や

の
前ま
え

に
来き

て
、

た
ま
た
ま
一い
ち
も
ん文
で
売う

っ
て
い
た
の
を
見み

つ
け

て
、
「
お
い
、
饅ま
ん
じ
ゅ
う頭
一ひ
と

つ
く
れ
」
と
言い

っ
て
、

一い
ち
も
ん文
を
出だ

し
て
饅ま
ん
じ
ゅ
う頭
を
と
っ
て
店み
せ

を
出で

ま
し

た
。
し
ば
ら
く
行い

く
と
そ
の
店み
せ

の
主し
ゅ
じ
ん人
が
、

「
お
ー
い
、
お
ー
い
」
と
呼よ

び
な
が
ら
追お

っ

て
く
る
の
で
、
さ
て
は
銭ぜ
に

が
不ふ
そ
く足
し
て
い
た

の
か
、
と
思お
も

い
、
一い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
は
し

生
懸
命
走
っ
て
逃に

げ
ま
し

た
。
主し
ゅ
じ
ん人
の
姿す
が
た

が
見み

え
な
く
な
る
と
、
饅ま
ん
じ
ゅ
う頭
を

懐ふ
と
こ
ろ

か
ら
出だ

し
食た

べ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
な

ん
と
そ
れ
は
饅ま
ん
じ
ゅ
う頭
の
型か
た

で
し
た
。

　

村む
ら

に
帰か
え

る
と
、
自じ
ぶ
ん分
の
家い
え

と
ま
ち
が
え
て

隣と
な
り

の
家い
え

に
入は
い

り
、
ば
あ
さ
ん
に
「
弁べ
ん
と
う当
だ
と

い
っ
て
枕ま
く
ら

を
包つ
つ

ん
で
、
弁べ
ん
と
う当
は
食く

わ
れ
ん

し
、
腹は
ら

が
す
い
て
か
な
わ
ん
」
と
言い

っ
て
怒お
こ

る
と
、「
自じ
ぶ
ん分
の
家い
え

に
帰か
え

っ
て
文も
ん
く句
を
言い

え
」

と
叱し
か

ら
れ
ま
し
た
。
あ
わ
て
て
自じ
ぶ
ん分
の
家い
え

に

飛と

ん
で
帰か
え

り
、
ま
た
ま
た
隣と
な
り

と
ま
ち
が
え
て

自じ
ぶ
ん分
の
女に
ょ
う
ぼ房
に
、「
な
ん
と
す
ま
ん
こ
と
し
ま

し
て
」
と
謝あ
や
ま

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

※�

脚け
は
ん絆
…
旅た
び

や
作さ
ぎ
ょ
う業
を
す
る
と
き
に
足あ
し
を
保ほ

ご護
し
、
動う
ご

き

や
す
く
す
る
た
め
に
臑す
ね
に
ま
と
う
布ぬ
の

　

「
あ
か
さ
き
む
か
し
話ば
な
し

」
よ
り
抜ば
っ
す
い粋

シ
リ
ー
ズ

こ
と
う
ら
の
昔

む
か
し
ば
な
し話

1 2

練　習 がんばっています

3 4

左手の甲に、右手の指先を斜め上から２～３回あてる。 両手でこぶしを作って並べ、２回下げる。

両手の親指と人差し指を伸ばして、向かい合
わせる。手前から前方へ、２回手首を回す。

右の手のひらを下向きにし、大きく弧を
描きながら、右へ動かす。

▼ ▼

▼


